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全
日
本
刀
匠
会
（
宮
入
小
左
衛
門

行
平
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
創
立
五
十

周
年
を
迎
え
、
こ
れ
に
関
連
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　
大
阪
歴
史
博
物
館
で
は
、
四
月
四

日
か
ら
五
月
二
十
六
日
ま
で
特
別
展

「
全
日
本
刀
匠
会
50
周
年
記
念
― 

日
本
刀
一
〇
〇
〇
年
の
軌
跡
」
を
開

催
、
関
連
行
事
と
し
て
記
念
座
談
会

「
一
〇
〇
〇
年
の
伝
統
を
伝
え
る
―
刀

匠
が
語
る
日
本
刀
の
魅
力
」
が
四
月

十
九
日
に
、
現
代
刀
鑑
賞
会
が
同
二

十
日
に
開
か
れ
、
ほ
か
に
刀
匠
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
や
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
刀
匠
と
い
っ
し
ょ
に
つ

く
ろ
う
！
新
聞
紙
で
つ
く
る
日
本

刀
」「
木
炭
の
チ
カ
ラ
体
験
会
―
炭

で
金
属
を
み
が
こ
う
」
な
ど
が
催
さ

れ
、
世
代
を
超
え
る
多
数
の
来
場
者

を
迎
え
、
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

　
展
示
は「
プ
ロ
ロ
ー
グ 

日
本
刀
の

は
じ
ま
り
」の
出
土
直
刀
・
安
綱（
号

天
光
丸
）・
友
成
・
宗
安
に
続
き
、

①
鎌
倉
時
代
か
ら
昭
和
前
期
、
②
刀

匠
の
苦
難
―
日
本
刀
一
〇
〇
〇
年
の

伝
統
の
危
機
、
③
全
日
本
刀
匠
会
の

設
立
と
歴
代
会
長
、
④
一
〇
〇
〇
年

の
伝
統
を
今
に
伝
え
る
、
⑤
エ
ピ

ロ
ー
グ 

未
来
へ
の
継
承
へ
と
展
開
、

合
わ
せ
て
六
十
振
が
披
露
さ
れ
た
。

　
座
談
会
に
は
月
山
貞

利
・
三
上
貞
直
・
宮
入
の

歴
代
会
長
の
ほ
か
、
現
副

会
長
の
宗
昌
親
・
久
保
善

博
の
二
刀
匠
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
参
加
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
坪
内
哲

哉
刀
匠
が
、
司
会
を
当
館

の
内
藤
直
子
学
芸
課
長
代

理
が
務
め
た
。

　
話
題
は
刀
匠
の
個
人
的

テ
ー
マ
か
ら
全
日
本
刀
匠

会
の
足
跡
、
鍛
刀
界
の
抱

え
る
課
題
に
至
る
ま
で
多

岐
に
及
び
、
会
場
か
ら
の

質
疑
に
も
そ
れ
ぞ
れ
が
答

え
る
な
ど
、
熱
気
あ
ふ
れ

る
二
時
間
半
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
夕
刻

か
ら
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪

を
会
場
に
「
全
日
本
刀
匠

会
創
立
50
周
年
記
念
祝
賀

会
―
次
代
へ
繋
ぐ
千
年
の

伝
統
と
技
」
が
、
関
係
者

約
百
五
十
名
を
集
め
て
和
や
か
な
雰

囲
気
の
下
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
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第72号編集担当　　　　赤荻　稔　　飯田 慶雄
伊波 賢一　大平 岳子　嶋田 伸夫　清水 儀孝　
生野　正　　新堀 孝道　瀬下　明　　土子 民夫　
綱取 譲一　土肥 豊久　服部 暁治　深海 信彦　
松本 義行　冥賀 吉也　持田 具宏　吉井 唯夫

座談会の会場となった大阪歴史博
物館講堂

「日本刀1000年の軌跡」会場風景

昭和49年９月、天田昭次鍛刀所で開催された第４回自家製鋼研究会において全日本刀匠会の結成が決議 
され、同会は翌年４月に創設された

祝賀会において㈱プロテリアルへ
の感謝状を贈呈する宮入会長︎

『やさしいかたな』
全面改訂版が間もなく発刊

　かねて刊行が待たれていた『やさしいかたな』の第４版が全面改訂となって、間もなく登場する。
　今版は、刀剣をテーマに活躍される漫画家かまたきみこ氏の協力を得て、カラー表紙や「マンガで
知る刀の発見から登録まで」などを新たに収録、親しみながら理解が得られる内容となっている。
　組合員・賛助会員の皆さんには発刊となり次第、送付される。問い合わせ・申し込みは事務局まで。

（本書「前書き」より）
　刀は今、国民の文化財として大切に保存されています。その所持は、「銃砲刀
剣類所持等取締法」（略称「銃刀法」）によって鉄砲とともに一括して規制されて
います。そのために、所持許可の条件が厳しい猟銃や、一般人が持つこと自体が
禁止されている拳銃などの武器と混同、誤解されているきらいがあります。し
かし、刀は登録審査によって美術的価値が確認されればどなたでも所持できる
のです。
　登録を受けた刀であっても、所有者変更の際の届け出の義務や、所持に関し
ても変装刀剣類（例えば仕込み杖）の禁止、むやみな携帯に関する規制など、守
らなければならないことはいろいろありますが、刀＝所持禁止ではないのです。
　そのあたりのことを知っていただきたく、『やさしいかたな』を作成しました。
　紙数の都合ですべてを網羅することはかないませんが、これから刀を持とう
とする人にとって、必要かつ十分な情報をわかりやすくご紹介します。
　わが国の長い歴史の中で大切に守られてきた文化財であり、美術品である刀
を正しく後世に伝えていくことは、現代に生きる私たちの使命でもあります。
本書が、これから刀を所持する皆さまの道しるべとなることを願っています。
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「刀剣・和鉄文化を保存振興する議員連盟」の皆さん

高
こう

村
むら

　正
まさ

彦
ひこ

当選回数：12回
生年月日：昭和17年3月15日
現在の主な役職：自民党憲法改正実現本
部 最高顧問
＜経歴＞昭和43年　弁護士／ 53年 徳
山大学理事／ 45年 衆議院議員／ 62年 
防衛政務次官／平成元年 自民党国会対

策副委員長︎／元年 大蔵政務次官／ 3年 自民党全国組織委
員会副委員長︎／ 3年 衆議院農林水産委員長︎／ 5年 自民党
副幹事長︎／ 6年 経済企画庁長︎官／ 8年 外務政務次官／
10年 外務大臣／ 11年 自民党国際局長︎／ 12年 法務大臣
／ 19年 防衛大臣／ 19年 外務大臣／ 24年 自民党副総裁
／24年 兼自民党外交再生戦略会議議長︎／28年 兼自民党
党・政治制度改革実行本部長︎／ 28年 自民党憲法改正推進
本部最高顧問

衆議院議員　鈴
すず

木
き

 俊
しゆん

一
いち

選 挙 区：岩手県第2区
当選回数：11回
生年月日：昭和28年4月13日
現在の主な役職：総務会長︎
＜経歴＞財務大臣／党 水産部会長︎／厚
生政務次官／衆議院 厚生労働委員長︎／
環境大臣／党 水産総合調査会長︎／党 社

会保障制度調査会長︎／党 党紀委員長︎／外務副大臣／衆議
院 外務委員長︎／衆議院 東日本大震災復興特別委員長︎／東
京オリンピック・パラリンピック競技大会担当大臣／党 
総務会長︎／党 環境・温暖化対策調査会長︎

衆議院議員　逢
あい

沢
さわ

　一
いち

郎
ろう

選 挙 区：岡山県第1区
当選回数：13回
生年月日：昭和29年6月10日
現在の主な役職：総務会長︎代行／衆議院
議員総会 副会長︎
＜経歴＞党 一億総活躍推進本部長︎／衆
議院 議院運営委員長︎／党 選挙制度調査

会長︎／党 政治制度改革実行本部長︎／党 SC内閣総理大臣
首席補佐官／党 国会対策委員長︎／衆議院 予算委員長︎／党 
幹事長︎代理／外務副大臣／通商産業政務次官

衆議院議員　井
い

出
で

　庸
よう

生
せい

選 挙 区：長︎野県第3区
選出エリア：北陸信越ブロック
当選回数：5回
生年月日：昭和52年11月21日
＜経歴＞国会対策副委員長︎／文部科学副
大臣／司法制度調査会事務局長︎／厚生労
働部会長︎代理／法務部会長︎代理／女性活

躍推進本部幹事／法務委員会理事／情報監視審査会幹事
／憲法審査会委員／ NHK記者／東京大学卒業

衆議院議員　工
く

藤
どう

　彰
しよう

三
ぞう

選 挙 区：愛知県第4区
選出エリア：東海ブロック
当選回数：5回
生年月日：昭和39年12月8日
＜経歴＞国土交通大臣政務官／衆議院 
国土交通委員会理事／衆議院 災害対策
特別委員会理事／党 超電導リニア鉄道

に関する特別委員会事務局長︎／党 総務部会部会長︎代理／
党 内閣第一部会部会長︎代理／党 社会教育・宗教関係団体
委員会委員長︎／党 運輸・交通関係団体委員会委員長︎／党 
国会対策委員会委員

衆議院議員　高
こう

村
むら

　正
まさ

大
ひろ

選 挙 区：山口県第1区
当選回数：3回
生年月日：昭和45年11月14日
現在の主な役職：法務副大臣
＜経歴＞外務大臣政務官／女性局次長︎／
国際局次長︎／財務金融部会 副部会長︎／
財務大臣政務官／国防部会副部会長︎／

新聞出版局次長︎／外交部会副部会長︎／ネットメディア局 
次長︎

衆議院議員　後
ご

藤
とう

　茂
しげ

之
ゆき

選 挙 区：長︎野県第4区
当選回数：8回
生年月日：昭和30年12月9日
現在の主な役職：政務調査会長︎代理
＜経歴＞衆議院 災害対策特別委員長︎／
党 「こども・若者」輝く未来創造本部長︎／
党 税制調査会小委員長︎代理内閣府特命

担当大臣（経済財政政策）経済再生担当、新しい資本主義担
当、スタートアップ担当、感染症危機管理担当、全世代社
会保障改革担当／党 社会保障制度調査会長︎／厚生労働大
臣／党 新型コロナウイルス感染症対策本部座長︎／党 政務
調査会長︎代理／衆議院 厚生労働委員長︎／衆議院 予算委員
会筆頭理事／衆議院 厚生労働委員会筆頭理事／法務副大

臣／国土交通政務官／党 人生100年時代戦略本部幹事長︎
／党 長︎野県連会長︎

衆議院議員　坂
さか

本
もと

　哲
てつ

志
し

選 挙 区：熊本県第3区
当選回数：8回
生年月日：昭和25年11月6日
現在の主な役職：国会対策委員長︎
＜経歴＞農林水産大臣／一億総活躍担当
大臣／まち・ひと・しごと創生担当大臣
／内閣府特命担当大臣（少子化対策・地方

創生）／衆議院 予算委員会筆頭理事／衆議院 農林水産委
員会委員／衆議院 倫理選挙特別委員会委員／衆議院 災害
対策特別委員会委員／党 税制調査会幹事／党 農林水産戦
略調査会副会長︎／党 情報通信戦略調査会副会長︎／党 政務
調査会会長︎代理／党 組織運動本部長︎代理／党 副幹事長︎／
党 組織運動本部 地方組織・議員総局長︎／衆議院 農林水産
委員長︎／総務副大臣・内閣府副大臣／党 国会対策副委員
長︎／総務大臣政務官

衆議院議員　佐
さ

々
さ

木
き

　紀
はじめ

選 挙 区：石川県第2区
当選回数：5回
生年月日：昭和49年10月18日
現在の主な役職：情報調査局長︎
＜経歴＞党 国土交通部会長︎／衆 議院運
営委員会議事進行係／国土交通大臣政務
官／党 青年局長︎／党 国会対策委員会副

委員長︎／党 スポーツ立国調査会事務局長︎／党 原子力規制
に関する特別委員会事務局長︎／与党整備新幹線建設推進
プロジェクトチームメンバー／党 観光立国調査会幹事／
小松青年会議所理事長︎／ビルメンテナンス会社役員

衆議院議員　新
しん

藤
どう

　義
よし

孝
たか

選 挙 区：埼玉県第2区
当選回数：9回
生年月日：昭和33年1月20日
現在の主な役職：政務調査会長︎代行
＜経歴＞経済再生担当大臣／総務大臣、
地方分権改革担当大臣、地域活性化担当
大臣、国家戦略特区担当大臣（第2次安倍

内閣）／裁判官訴追委員長︎／衆議院 憲法審査会・与党筆
頭幹事／党 憲法改正推進本部事務総長︎／党 コロナ対策本
部長︎代理／党 経済成長︎戦略本部座長︎代理／党 領土に関す
る特別委員長︎／党 G空間社会実装委員長︎／党 安全保障と
土地法制に関する特命委員長︎／党 ネットサポーターズク
ラブ（J-NSC）設立者、初代代表／超党派 硫黄島問題懇話
会幹事長︎／超党派 日本の領土（竹島、尖閣諸島など）を守
るため行動する議員連盟会長︎／経産副大臣／外務大臣政
務官・総務大臣政務官／党 国防部会長︎

衆議院議員　平
ひら

井
い

　卓
たく

也
や

選 挙 区：香川県第1区
選出エリア：四国ブロック
当選回数：9回
生年月日：昭和33年1月25日
現在の主な役職：広報本部長︎
＜経歴＞党 広報本部長︎／党 デジタル社
会推進本部長︎／初代デジタル大臣／デジ

タル改革担当大臣／情報通信技術（IT）政策担当、内閣府特
命担当大臣（科学技術・知的財産戦略・クールジャパン戦
略・宇宙政策）／内閣常任委員長︎／国土交通副大臣

衆議院議員　平
ひら

口
ぐち

　洋
ひろし

選 挙 区：広島県第2区
当選回数：6回
生年月日：昭和23年8月1日
現在の主な役職：報道局長︎／政務調査会 
副会長︎
＜経歴＞法務副大臣／党副幹事長︎／環境
副大臣／衆議院厚生労働委員会委員／衆

議院災害対策特別委員会委員／国土交通省河川局次長︎／
秋田県警察本部長︎

衆議院議員　平
ひら

沼
ぬま

　正
しよう

二
じ

郎
ろう

選出エリア：中国ブロック
当選回数：2回
生年月日：昭和54年11月11日
現在の主な役職：青年局長︎代理
＜経歴＞リブート㈱代表取締役／ソニーマ
ーケティング㈱勤務／学習院大学経済学
部卒業／岡山県立岡山一宮高等学校卒業

衆議院議員　藤
ふじ

井
い

 比
ひ

早
さ

之
ゆき

選 挙 区：兵庫県第4区
当選回数：5回
生年月日：昭和46年9月11日
現在の主な役職：外務副大臣
＜経歴＞内閣府副大臣／デジタル副大臣
／国土交通大臣政務官／衆議院 内閣委
員会 理事／衆議院 政治倫理・公職選挙

法改正特別委員会 理事／衆議院 財務金融委員会 理事／
衆議院 予算委員会 委員／衆議院 憲法審査会 委員／衆議
院 農林水産委員会 委員／衆議院 国土交通委員会 委員／
党 副幹事長︎／党 選挙対策委員会 副委員長︎／党 国会対策
委員会 副委員長︎／党 農林部会 部会長︎代理／党 経済産業
部会 副部会長︎／党 国土交通部会 副部会長︎／党 青年局次
長︎／党 情報通信戦略調査会 事務局次長︎／党 選挙制度調
査会 事務局次長︎／党 総務部会 副部会長︎／党 国際局次長︎
／党 広報戦略局次長︎／彦根市副市長︎、総務省

衆議院議員　福
ふく

田
だ

　達
たつ

夫
お

選 挙 区：群馬県第4区
当選回数：5回
生年月日：昭和42年3月5日
現在の主な役職：幹事長︎代行
＜経歴＞党 総務会長︎／党 国会対策委員
会副委員長︎／衆議院 議院運営委員会理
事／党 農林・食料戦略調査会農産物輸出

促進対策委員会 委員長︎／党 中小企業・小規模事業者政策
調査会事務局長︎代行／防衛大臣政務官 兼 内閣府大臣政務
官／党 安全保障調査会事務局次長︎／党 安全保障調査会ミ
サイル防衛に関する検討チーム事務局次長︎／党 経済成長︎
戦略本部事務局次長︎／党 経済成長︎戦略本部 新経済指標検
討PT事務局長︎／党 雇用問題調査会幹事／党 税制調査会
幹事／党 競争政策調査会事務局長︎代理／党 地方創生実行
統合本部副幹事長︎／党 国際局次長︎

衆議院議員　古
ふる

川
かわ

　康
やすし

選 挙 区：佐賀県第2区
選出エリア：九州ブロック
当選回数：4回
生年月日：昭和33年7月15日
現在の主な役職：国土交通副大臣
＜経歴＞国土交通大臣政務官／総務大臣
政務官／佐賀県知事／農林部会 畜産・酪

農対策委員会委員長︎／文部科学部会 高等専門学校小委員
会幹事長︎／障害児者問題調査会事務局次長︎／情報通信戦
略調査会事務局次長︎／過疎対策特別委員会幹事／行政改
革推進本部幹事／行政改革推進本部 規制改革に関するプ
ロジェクトチーム座長︎／報道局次長︎／財政・金融・証券関
係団体委員会委員長︎／税制調査会幹事／棚田振興議員連
盟事務局長︎

衆議院議員　堀
ほり

内
うち

　詔
のり

子
こ

選 挙 区：山梨県第2区
当選回数：5回
生年月日：昭和40年10月28日
＜経歴＞衆議院 外務委員長︎／党 環境・温
暖化対策調査会幹事長︎／党 食料安全保
障強化本部副本部長︎／東京オリンピック
競技大会・東京パラリンピック競技大会

担当大臣／ワクチン接種推進担当大臣／環境副大臣 兼 内
閣府副大臣／厚生労働大臣政務官／党 総務／党 女性活躍
推進特別委員長︎／党 超電導リニア鉄道に関する特別委員
会事務局長︎代理／衆議院 予算委員会理事／衆議院 環境委
員会理事／衆議院 消費者問題に関する特別委員会理事／
美しい富士山を創り守る議員の会（通称：富士山議連）事
務局長︎／熱中症対策推進議員連盟会長︎代行

衆議院議員　武
む

藤
とう

　容
よう

治
じ

選 挙 区：岐阜県第3区
当選回数：6回
生年月日：昭和30年10月18日
現在の主な役職：経済産業大臣／原子力
経済被害担当／ GX実行推進担当／産業
競争力担当／内閣府特命担当大臣（原子
力損害賠償・廃炉等支援機構）

＜経歴＞経済産業大臣／経済産業副大臣・内閣府副大臣／
外務副大臣／総務大臣政務官／衆議院 議院運営委員会理
事／衆議院 農林水産委員長︎／党 国会対策副委員長︎／ 政
務調査会副会長︎／党 鳥獣被害対策特別委員長︎／党 岐阜県
支部連合会長︎／党 経済産業部会長︎

衆議院議員　山
やま

田
だ

　賢
けん

司
じ

選 挙 区：兵庫県第7区
当選回数：5回
生年月日：昭和41年4月20日
現在の主な役職：副幹事長︎
＜経歴＞外務副大臣／外務大臣政務官／
議院運営委員会議事進行係／党 国対副
委員長︎／党 文部科学部会長︎／党 文化立

国調査会 クリエイター・アーティスト育成支援PT座長︎／
党 経済安全保障推進本部事務局長︎／党 障害児者問題調査
会事務局長︎／党 治安・テロ対策調査会事務局長︎／党 領土
に関する特別委員会事務局長︎／党 税制調査会幹事／党 憲
法改正実現本部事務局長︎代行／三井住友銀行、通商産業省、
SG信託銀行／関西学院大学商学部 非常勤講師

参議院議員　青
あお

木
き

　一
かず

彦
ひこ

選 挙 区：鳥取県・島根県
当選回数：3回
生年月日：昭和36年3月25日
現在の主な役職：内閣官房副長︎官
＜経歴＞政府開発援助（ODA）等及び沖
縄・北方問題に関する特別委員長︎／参議
院国土交通委員会委員／参議院予算委員

会筆頭理事／国土交通副大臣／ ITS道路調査会 幹事／離
島振興特別委員会 委員長︎代理／過疎対策特別委員会 事務
局長︎代理／漁港漁場漁村整備促進議員連盟 事務局長︎／農
村基盤整備議員連盟 事務局次長︎／港湾議員連盟 幹事長︎ 
代行／参議院 国会対策委員長︎代理／国土交通大臣政務官
／水産部会長︎代理／農林水産副部会長︎／内閣官房長︎官秘
書官

参議院議員　青
あお

山
やま

　繁
しげ

晴
はる

選出エリア：比例代表
当選回数：2回
生年月日：昭和27年7月25日
＜経歴＞参議院 環境委委員長︎／参議院 
ODA沖北特委委員／参議院 憲法審査会
委員／党 組織運動本部副本部長︎／党 外
交調査会事務局長︎代理／日本の尊厳と国

益を護る会（護る会）代表／近畿大経済学部客員教授、東大
教養学部元非常勤講師／作家（ノンフィクション、小説の
両分野）／㈱独立総合研究所代表取締役社長︎・兼首席研究
員／三菱総合研究所専門研究員／共同通信社記者（事件記
者、経済記者、政治記者）／早大政経学部卒（慶大文学部 
中退）

参議院議員　赤
あか

松
まつ

　健
けん

選出エリア：比例代表
当選回数：1回
生年月日：昭和43年7月5日
現在の主な役職：文部科学大臣政務官／
復興大臣政務官
＜経歴＞週刊少年マガジン新人漫画賞　
最優秀賞・審査員特別賞受賞／第25回

講談社漫画賞受賞「ラブひな」／株式会社Jコミックテラ
ス 取締役（現職）／公益社団法人日本漫画家協会 常務理
事（現職）／表現の自由を守る会　最高顧問（現職）

参議院議員　小
お

川
がわ

　克
かつ

巳
み

選出エリア：比例代表
当選回数：2回
生年月日：昭和26年8月31日
＜経歴＞参議院厚生労働委員会 理事／
参議院予算委員会／参議院政府開発援助
等及び沖縄・北方問題に関する特別委員
会／国民生活・経済に関する調査会 理事

／前参議院厚生労働委員会 委員長︎／党 厚生労働部会 副
部会長︎／党 厚生労働部会 リハビリテーションに関する小
委員会 委員長︎／党 組織運動本部団体総局 厚生関係団体
委員会 副委員長︎／党 広報本部報道局 次長︎／党 社会保障
制度調査会医療委員会 医師の働き方及びタスクシェア・
タスクシフトのあり方に関するプロジェクトチーム 委員
／公益社団法人日本理学療法士協会 理事／一般社団法人
日本ユマニチュード学会 理事／元参議院自民党 政策審議
会 副会長︎

参議院議員　北
きた

村
むら

　経
つね

夫
お

選出エリア：山口県
当選回数：3回
生年月日：昭和30年1月5日
現在の主な役職：国際局長︎代理／広報本
部長︎代理／経済産業部会長︎代理
＜経歴＞参議院 外交防衛委員長︎／党 安
全保障関係団体副委員長︎／経済産業大臣

政務官／党 副幹事長︎／党 選挙対策副委員長︎／党 環境関
係団体委員長︎／党 農林副部会長︎／党 国防副部会長︎／産経
新聞社執行役員、政治部長︎、編集長︎／米ペンシルベニア大
学大学院修士課程修了／中央大学卒業

参議院議員　永
なが

井
い

　学
まなぶ

選 挙 区：山梨県
当選回数：1回
生年月日：昭和49年5月7日
＜経歴＞山梨県議会議員3期／衆議院議
員横内正明事務所 公設秘書／㈱エフエム
富士 放送記者 番組制作／旅行会社役員

参議院議員　野
の

上
がみ

　浩
こう

太
た

郎
ろう

選 挙 区：富山県
当選回数：4回
生年月日：昭和42年5月20日
現在の主な役職：総務会長︎代理
＜経歴＞農林水産大臣／参議院自由民主
党 幹事長︎代行／内閣官房副長︎官／参議
院議院運営委員会 筆頭理事／国土交通

副大臣／参議院文教科学委員長︎／党副幹事長︎／財務大臣
政務官／富山県議会議員／三井不動産

参議院議員　本
ほん

田
だ

　顕
あき

子
こ

選出エリア：比例代表
当選回数：1回
生年月日：昭和46年9月29日
現在の主な役職：女性局長︎
＜経歴＞文部科学大臣政務官兼復興大臣
政務官／厚生労働大臣政務官兼内閣府大
臣政務官／党 副幹事長︎／党 女性局長︎代

理／参議院自民党 副幹事長︎／参議院自民党 国会対策副委
員長︎／星薬科大学卒業（薬剤師）

参議院議員　松
まつ

下
した

　新
しん

平
ぺい

選 挙 区：宮崎県
当選回数：4回
生年月日：昭和41年8月18日
＜経歴＞参議院 北朝鮮による拉致問題
等に関する特別委員長︎／自由民主党スポ
ーツ立国調査会長︎／自由民主党総務会長︎
代理／参議院 政治倫理審査会長︎

参議院 政治倫理の確立及び選挙制度に関する特別委員長︎
／政府開発援助（ODA）等に関する特別委員長︎／自由民主
党財務金融部会長︎／自由民主党外交部会長︎／自由民主党
人事局長︎／総務副大臣兼内閣府副大臣／自由民主党総務
部会長︎／自由民主党政務調査会　副会長︎／参議院 自由民
主党政策審議会 副会長︎／国土交通大臣政務官／参議院 災
害対策特別委員長︎／宮崎県議会議員（2期）／長︎峯基参議
院議員秘書／宮崎県庁職員／法政大学第二法学部政治学
科卒業／宮崎県立宮崎西高等学校卒業

参議院議員　三
み

浦
うら

　靖
やすし

選出エリア：比例代表
当選回数：1回（衆1回）
生年月日：昭和48年4月9日
＜経歴＞参議院 厚生労働委員会 理事／
党 厚労部会 副部会長︎／党 総務部会 副
部会長︎／党 環境部会 副部会長︎／厚生労
働大臣政務官／総務大臣政務官／衆議院

議員（1期）／大田市議会議員（3期）

参議院議員　三
み

宅
やけ

　伸
しん

吾
ご

選 挙 区：香川県
当選回数：2回
生年月日：昭和36年11月24日
＜経歴＞参議院 財政金融委員長︎／防衛
大臣政務官兼内閣府大臣政務官／外務大
臣政務官／参議院 外交防衛委員会筆頭
理事／参議院 予算委員会理事／参議院 

外交防衛委員会委員長︎／党 環境部会部会長︎／党 国防部会
部会長︎代理／党 外交部会部会長︎代理／党 政務調査会副会
長︎／党 参議院政策審議会副会長︎／東京大学大学院法学政
治学研究科修了（修士）／米コロンビア大学留学／日本経
済新聞社記者・編集委員／早稲田大学政治学科卒業／香川
県立高松高校卒業

参議院議員　山
やま

谷
たに

 えり子
選出エリア：比例代表
当選回数：4回（衆1回）
生年月日：昭和25年9月19日
＜経歴＞党 党紀委員会委員長︎／参議院 
政治倫理の確立及び選挙制度に関する特
別委員会委員長︎／参議院 北朝鮮による
拉致問題等に関する特別委員長︎／党 文

化伝統調査会長︎／党 北朝鮮による拉致問題対策本部長︎／
党 教育再生実行本部長︎代行／国務大臣 国家公安委員会委
員長︎・拉致問題担当大臣・海洋政策・領土問題担当大臣・
国土強靱化担当大臣・内閣府特命担当大臣（防災）／参議
院 自民党政策審議会長︎／参議院 政府開発援助等に関する
特別委員長︎／領土議連会長︎／参議院 環境委員長︎／党 女性
局長︎／内閣総理大臣補佐官（教育再生担当）

参議院議員　山
やま

田
だ

　宏
ひろし

選出エリア：比例代表
当選回数：2回（衆2回）
生年月日：昭和33年1月8日
現在の主な役職：組織運動本部長︎代理
＜経歴＞参議院 厚生労働委員長︎／党 組
織運動本部厚生関係団体委員会 副委員
長︎／党 憲法改正推進本部 事務局長︎代理

／党 国民皆歯科健診実現PT 事務局長︎／元 防衛大臣政務
官 兼 内閣府大臣政務官／元 衆議院議員／前 杉並区長︎

議連役職 氏　　名 事　務　所
名誉顧問 高村　　正彦 〒100-8910 千代田区永田町1-11-23　自民党 憲法改正実現本部

衆議院

代表（会長︎） 鈴木　　俊一 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館1001
幹事長︎ 逢沢　　一郎 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館505

井出　　庸生 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館721
工藤　　彰三 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館218

幹事 高村　　正大 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館701
副幹事長︎ 後藤　　茂之 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館704

坂本　　哲志 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館702
佐々木　　紀 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館301

副幹事長︎ 新藤　　義孝 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館810
副幹事長︎ 平井　　卓也 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館1024

平口　　　洋 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館804
平沼　正二郎 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館614

幹事 藤井　比早之 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館615
福田　　達夫 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館1103

幹事 古川　　　康 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館813
堀内　　詔子 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館407

幹事 武藤　　容治 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館1212
幹事 山田　　賢司 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館617

参議院

幹事 青木　　一彦 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館814
幹事 青山　　繁晴 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1215

赤松　　　健 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館423
小川　　克巳 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館415
北村　　経夫 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1109
永井　　　学 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館516
野上　浩太郎 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1010
本田　　顕子 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1001
松下　　新平 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館824

幹事 三浦　　　靖 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館811
事務局次長︎ 三宅　　伸吾 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館604
副幹事長︎ 山谷　えり子 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1107
事務局長︎ 山田　　　宏 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1205

＜代表電話＞ 衆議院第一・第二議員会館03-3581-5111　参議院議員会館03-3581-3111　自由民主党03-3581-6211

刀　剣　界令和7年4月15日発行 第72号
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今
年
度
第
一
回
の
総
会
は
、
去
る
三

月
十
一
日
、
参
議
院
議
員
会
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
、衆
参
国
会
議
員
十
五
名
、

文
化
庁
か
ら
文
化
財
第
一
課
長
他
三

名
、
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
か
ら
は

会
長
他
四
名
、
日
本
刀
文
化
振
興
協
会

か
ら
は
事
務
局
長
他
一
名
、
全
日
本
刀

匠
会
か
ら
は
会
長
他
一
名
、
刀
剣
商
組

合
か
ら
は
理
事
長
他
一
名
、
計
二
十
九

名
で
し
た
。

　
今
回
は
文
化
庁
よ
り
刀
剣
・
和
鉄
文

化
の
保
存
振
興
に
関
す
る
予
算
案
に
関

す
る
件
と
、「
合
同
公
募
展
」
開
催
準

備
に
つ
い
て
の
説
明
を
中
心
に
、
議
員

連
盟
会
長
の
鈴
木
俊
一
自
民
党
総
務
会

長
お
よ
び
山
田
賢
司
衆
議
院
議
員
に
よ

る
刀
剣
の
輸
出
入
と
外
国
人
刀
剣
愛
好

家
へ
の
文
化
庁
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
説
明
と
質
疑
が
あ
り
、
さ
ら
に
は

現
代
刀
匠
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

が
一
人
も
い
な
い
現
状
な
ど
に
つ
い
て

の
議
論
も
活
発
に
行
わ
れ
、
常
に
な
い

充
実
し
た
総
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
文
化
庁
の
刀
剣
関
係
に
対
す

る
理
解
と
支
援
の
進
展
ぶ
り
が
、
出
席

者
全
員
の
共
感
を
呼
ん
だ
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
総
会
の
後
半
に
、
司

会
の
議
員
連
盟
事
務
局
長
の
山
田
宏
参

議
院
議
員
よ
り
、
海
外
の
刀
剣
愛
好
家

の
動
向
に
つ
い
て
当
組
合
理
事
長
が
発

言
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
理
事
長
の
発

言
の
あ
ら
ま
し
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
ご
指
名
い
た
だ
き
ま
し
た
刀
剣
商
組

合
の
深
海
信
彦
で
す
。
議
員
連
盟
の
鈴

木
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
刀
剣
の

海
外
へ
の
輸
出
お
よ
び
輸
入
に
関
す
る

件
に
ま
で
重
大
な
関
心
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

山
田
賢
司
議
員
は
先
ほ
ど
、
海
外
の
方

の
刀
剣
へ
の
関
心
に
対
す
る
文
化
庁
の

取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
ご
質
問
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
誠
に
そ
の
通
り
で
あ

り
ま
し
て
、
今
や
和
鉄
文
化
を
代
表
す

る
刀
剣
は
、
わ
が
国
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
国
際
流
通
性
に
つ
き
ま
し

て
は
文
化
庁
、
財
務
省
、
経
産
省
の
ご

協
力
と
ご
理
解
の
下
、
今
後
世
界
に
向

け
て
文
化
の
発
信
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
段
階
に
来
て
お
り
ま
す
。

　
幸
い
、
先
ほ
ど
鈴
木
会
長
よ
り
、
そ

の
点
に
つ
い
て
は
我
々
議
員
連
盟
が
各

省
庁
間
と
の
調
整
の
役
割
を
果
さ
ね

ば
、
と
い
う
あ
り
が
た
い
ご
発
言
も
あ

り
、
心
強
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
我
が

国
の
鉄
の
文
化
は
我
が
国
以
上
に
外
国

人
の
関
心
が
高
く
、
む
し
ろ
刀
剣
だ
け

に
限
っ
て
言
え
ば
外
国
人
の
方
が
堂
々

と
称
賛
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
思
え
る

の
で
す
。
そ
し
て
、
古
来
「
鉄
を
制
す

る
も
の
は
」
の
例
え
の
通
り
、
鉄
・
刃

物
は
各
国
と
も
国
の
基
幹
で
あ
り
誇
り

で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
明
治
新
政
府
の
伊
藤
博
文
・
桂

太
郎
両
総
理
大
臣
の
軍
装
品
を
長
州
の

縁
で
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た

が
、
両
総
理
と
も
大
礼
服
着
用
の
際
の

儀
仗
用
の
剣
、
な
ら
び
に
最
高
司
令
官

用
の
指
揮
刀
は
、
い
ず
れ
も
ド
イ
ツ
の

ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
刻
印
が
あ
る
も
の
で

し
た
。
国
交
に
当
た
り
、
ド
イ
ツ
の
最

も
誇
り
と
す
る
産
業
や
歴
史
を
我
が
国

に
知
ら
し
め
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
イ
ギ
リ
ス
も
刃
物
に
関
し
て
は
相
当

に
誇
り
を
持
っ
て
お
り
ま
し
て
、
少
し

古
い
話
で
す
が
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
当
時
皇

太
子
と
ダ
イ
ア
ナ
さ
ん
の
結
婚
式
の
引

き
出
物
の
一
つ
は
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
製

の
刀
で
し
た
。
私
は
長
く
預
か
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
世
界
各
国
の
限
ら
れ
た

要
人
に
対
す
る
も
の
だ
け
に
、
外
装
は

七
宝
や
宝
石
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
豪
華

な
も
の
で
、
中
身
は
鍛
造
さ
れ
て
い
な

い
ス
テ
ン
レ
ス
に
近
い
合
金
製
の
刀
身

が
収
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
式
に
参
列
し
た
日
本
の
政
財
界
の

方
々
は
帰
国
の
際
に
空
港
で
、
鍛
造
さ

れ
た
日
本
刀
で
な
い
た
め
「
銃
砲
刀
剣

類
登
録
証
」
の
交
付
は
受
け
ら
れ
ず
、

そ
の
方
の
所
轄
警
察
署
長
名
で
、
持
ち

主
一
代
限
り
の
所
持
が
認
め
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
方
が
亡
く
な
り
遺
族
の
方
が
警

察
に
提
出
し
た
場
合
は
、
そ
れ
を
第
三

者
が
所
持
で
き
な
い
よ
う
溶
鉱
炉
に
入

れ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

あ
ま
り
に
も
勿
体
無
い
し
イ
ギ
リ
ス
王

室
に
対
し
て
も
失
礼
な
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
も
の
を
保
存
す
る
何
ら
か
の

方
法
を
、
文
化
庁
も
他
省
庁
と
協
議
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
今
申
し
上
げ
た
ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
と

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
並
ん
で
世
界
三
大

刃
物
の
生
産
地
は
、岐
阜
県
の
関
で
す
。

ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
は
一
三
世
紀
、
シ
ェ

フ
ィ
ー
ル
ド
は
一
四
世
紀
頃
か
ら
で
す

か
ら
、
関
は
そ
の
頃
は
南
北
朝
の
志
津

一
門
が
既
に
栄
え
て
お
り
ま
し
て
、
そ

の
後
一
五
、
六
世
紀
に
は
関
物
の
作
刀

全
盛
期
で
し
た
。

　
こ
こ
に
議
員
連
盟
の
幹
事
長
を
務
め

て
お
ら
れ
る
逢
沢
一
郎
先
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
先
生
の
ご
地
元
備
前
長

船
は
日
本
一
、
世
界
一
の
名
刀
の
産
地

で
あ
り
ま
す
が
、
刃
物
の
産
出
量
と
い

う
こ
と
で
我
が
国
で
は
関
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル

に
代
表
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
製
鉄
の
歴

史
は
独
立
戦
争
前
か
ら
と
は
い
え
、
一

七
世
紀
後
半
か
ら
で
す
。
そ
う
い
う
意

味
か
ら
で
も
我
が
国
の
鉄
文
化
は
も
っ

と
誇
り
に
思
っ
て
も
よ
ろ
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
刀
剣
保
存
協
会
が
運
営
す
る
刀
剣
博

物
館
の
年
間
入
場
者
数
は
約
五
万
六
千

人
で
す
が
、
そ
の
う
ち
約
三
八
％
の
二

万
一
千
人
は
外
国
人
で
す
。
五
年
間
で

十
万
人
以
上
の
外
国
人
が
刀
を
見
に
来

て
い
る
の
で
す
。
中
で
も
ア
メ
リ
カ
人

の
占
め
る
割
合
は
と
て
も
大
き
い
と
思

い
ま
す
が
、
自
国
に
帰
っ
て
製
鉄
の
歴
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「
刀
剣･

和
鉄
文
化
を
保
存
振
興
す
る
議
員
連
盟
」の
総
会
が
開
催
さ
れ
る

総会後の名刀鑑賞会風景。刀を手に取る逢沢一郎幹事長︎（左）
と山田賢司幹事

史
を
紐
解
い
て
み
て
、
あ
ら
た
め
て
日

本
の
鉄
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
見
直

す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
外
国
人
の
刀
剣
愛
好
家
の
動
向
に
つ

い
て
の
ご
質
問
で
す
が
、
外
国
人
（
観

光
客
）
は
確
か
に
都
市
部
に
限
ら
ず
日

本
全
国
に
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

刀
剣
を
購
入
し
よ
う
に
も
自
国
に
持
ち

帰
れ
な
い
国
も
多
く
、
必
ず
し
も
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
効
果
を
そ
の
ま
ま
享
受
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
が
現
状
で

す
。我
が
国
の
制
度
上
の
問
題
よ
り
も
、

受
け
入
れ
先
の
国
の
問
題
で
す
か
ら
致

し
方
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
た
だ
、
現
在
、
文
化
庁
で
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
現
代
刀
の

輸
出
入
に
関
す
る
監
査
証
明
の
規
制
緩

和
は
画
期
的
な
措
置
で
す
。
現
代
刀
に

関
し
て
だ
け
と
は
い
え
、
外
国
人
の
購

入
動
機
に
直
結
す
る
こ
と
で
、製
作
者
・

販
売
者
共
に
新
た
な
道
が
開
け
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
と
は
い
え
、

議
員
連
盟
の
先
生
方
の
、
刀
剣
・
和
鉄

文
化
の
保
存
振
興
策
に
つ
い
て
の
後
押

し
、
そ
し
て
文
化
庁
の
刀
剣
に
対
す
る

ご
理
解
を
一
般
の
人
に
認
知
し
て
い
た

だ
く
使
命
を
持
っ
て
最
前
線
に
立
っ
て

い
る
の
が
我
々
刀
剣
商
で
す
。

　
国
や
議
員
連
盟
の
先
生
方
が
支
援
や

施
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
、
国

民
に
正
し
く
伝
わ
ら
な
い
こ
と
に
は
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
刀
剣
商
は
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
刀
剣
・
和
鉄

文
化
の
普
及
と
保
存
の
振
興
に
寄
与
で

き
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
全
国
刀
剣

商
業
協
同
組
合
に
も
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

　
総
会
の
議
事
終
了
後
、
刀
剣
保
存
協

会
が
用
意
し
た
名
刀
が
会
場
内
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
①
安
綱
太
刀
、
②
金
象

嵌
銘
助
真
刀
、③
村
正
刀
、④
兼
元
（
孫

六
）
刀
、
⑤
津
田
越
前
守
助
広
延
宝
九

年
八
月
日
刀
、
の
五
振
で
、
議
員
連
盟

の
方
々
は
、
協
会
職
員
の
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
名
刀
鑑
賞
の
時

間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

刀剣の振興について見解を述べる鈴木俊一会長︎（右）と山田宏
事務局長︎

組合こよみ（令和7年1～ 3月）
１月16日　東京美術倶楽部において理事会を開催。出席者、深海理事長・

伊波副理事長・土肥副理事長・服部副理事長・清水専務理事・嶋田常務
理事・綱取常務理事・飯田理事・大平理事・生野理事・新堀理事・瀬下
理事・松本理事・冥賀理事・吉井理事

24日　新橋プラザビルにおいて『やさしいかたな』『刀剣界』（第71号校正）
編集委員会を開催

27日　深海理事長・服部副理事長・清水専務理事が日本美術刀剣保存協会
を訪問、刀剣評価査定をする

27日　組合事務所において服部副理事長と清水専務理事が刀剣評価査定
２月12日　東京美術倶楽部において『やさしいかたな』『刀剣界』（第71号

校正）編集委員会を開催
14日　組合事務所において綱取常務理事・松本理事が刀剣評価査定
17日　飯田理事・大平理事が新宿区に出張、刀剣評価査定をする
25日　土肥副理事長・綱取常務理事が産経新聞社を訪問、明美ちゃん基金

に寄託する
28日　プレスセンターにおいて深海理事長・服部副理事長・清水専務理事・

嶋田常務理事が産経新聞メディア局長と会談
３月６日　組合事務所において服部副理事長が刀剣評価査定
12日 『やさしいかたな』編集委員会を開催。出席者、深海理事長・伊波副

理事長・土肥副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・赤荻理事・生野
理事・持田理事・かまたきみこ氏・土子民夫氏

17日　組合事務所において深海理事長が刀剣評価査定
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「刀剣・和鉄文化を保存振興する議員連盟」の皆さん

高
こう

村
むら

　正
まさ

彦
ひこ

当選回数：12回
生年月日：昭和17年3月15日
現在の主な役職：自民党憲法改正実現本
部 最高顧問
＜経歴＞昭和43年　弁護士／ 53年 徳
山大学理事／ 45年 衆議院議員／ 62年 
防衛政務次官／平成元年 自民党国会対

策副委員長︎／元年 大蔵政務次官／ 3年 自民党全国組織委
員会副委員長︎／ 3年 衆議院農林水産委員長︎／ 5年 自民党
副幹事長︎／ 6年 経済企画庁長︎官／ 8年 外務政務次官／
10年 外務大臣／ 11年 自民党国際局長︎／ 12年 法務大臣
／ 19年 防衛大臣／ 19年 外務大臣／ 24年 自民党副総裁
／24年 兼自民党外交再生戦略会議議長︎／28年 兼自民党
党・政治制度改革実行本部長︎／ 28年 自民党憲法改正推進
本部最高顧問

衆議院議員　鈴
すず

木
き

 俊
しゆん

一
いち

選 挙 区：岩手県第2区
当選回数：11回
生年月日：昭和28年4月13日
現在の主な役職：総務会長︎
＜経歴＞財務大臣／党 水産部会長︎／厚
生政務次官／衆議院 厚生労働委員長︎／
環境大臣／党 水産総合調査会長︎／党 社

会保障制度調査会長︎／党 党紀委員長︎／外務副大臣／衆議
院 外務委員長︎／衆議院 東日本大震災復興特別委員長︎／東
京オリンピック・パラリンピック競技大会担当大臣／党 
総務会長︎／党 環境・温暖化対策調査会長︎

衆議院議員　逢
あい

沢
さわ

　一
いち

郎
ろう

選 挙 区：岡山県第1区
当選回数：13回
生年月日：昭和29年6月10日
現在の主な役職：総務会長︎代行／衆議院
議員総会 副会長︎
＜経歴＞党 一億総活躍推進本部長︎／衆
議院 議院運営委員長︎／党 選挙制度調査

会長︎／党 政治制度改革実行本部長︎／党 SC内閣総理大臣
首席補佐官／党 国会対策委員長︎／衆議院 予算委員長︎／党 
幹事長︎代理／外務副大臣／通商産業政務次官

衆議院議員　井
い

出
で

　庸
よう

生
せい

選 挙 区：長︎野県第3区
選出エリア：北陸信越ブロック
当選回数：5回
生年月日：昭和52年11月21日
＜経歴＞国会対策副委員長︎／文部科学副
大臣／司法制度調査会事務局長︎／厚生労
働部会長︎代理／法務部会長︎代理／女性活

躍推進本部幹事／法務委員会理事／情報監視審査会幹事
／憲法審査会委員／ NHK記者／東京大学卒業

衆議院議員　工
く

藤
どう

　彰
しよう

三
ぞう

選 挙 区：愛知県第4区
選出エリア：東海ブロック
当選回数：5回
生年月日：昭和39年12月8日
＜経歴＞国土交通大臣政務官／衆議院 
国土交通委員会理事／衆議院 災害対策
特別委員会理事／党 超電導リニア鉄道

に関する特別委員会事務局長︎／党 総務部会部会長︎代理／
党 内閣第一部会部会長︎代理／党 社会教育・宗教関係団体
委員会委員長︎／党 運輸・交通関係団体委員会委員長︎／党 
国会対策委員会委員

衆議院議員　高
こう

村
むら

　正
まさ

大
ひろ

選 挙 区：山口県第1区
当選回数：3回
生年月日：昭和45年11月14日
現在の主な役職：法務副大臣
＜経歴＞外務大臣政務官／女性局次長︎／
国際局次長︎／財務金融部会 副部会長︎／
財務大臣政務官／国防部会副部会長︎／

新聞出版局次長︎／外交部会副部会長︎／ネットメディア局 
次長︎

衆議院議員　後
ご

藤
とう

　茂
しげ

之
ゆき

選 挙 区：長︎野県第4区
当選回数：8回
生年月日：昭和30年12月9日
現在の主な役職：政務調査会長︎代理
＜経歴＞衆議院 災害対策特別委員長︎／
党 「こども・若者」輝く未来創造本部長︎／
党 税制調査会小委員長︎代理内閣府特命

担当大臣（経済財政政策）経済再生担当、新しい資本主義担
当、スタートアップ担当、感染症危機管理担当、全世代社
会保障改革担当／党 社会保障制度調査会長︎／厚生労働大
臣／党 新型コロナウイルス感染症対策本部座長︎／党 政務
調査会長︎代理／衆議院 厚生労働委員長︎／衆議院 予算委員
会筆頭理事／衆議院 厚生労働委員会筆頭理事／法務副大

臣／国土交通政務官／党 人生100年時代戦略本部幹事長︎
／党 長︎野県連会長︎

衆議院議員　坂
さか

本
もと

　哲
てつ

志
し

選 挙 区：熊本県第3区
当選回数：8回
生年月日：昭和25年11月6日
現在の主な役職：国会対策委員長︎
＜経歴＞農林水産大臣／一億総活躍担当
大臣／まち・ひと・しごと創生担当大臣
／内閣府特命担当大臣（少子化対策・地方

創生）／衆議院 予算委員会筆頭理事／衆議院 農林水産委
員会委員／衆議院 倫理選挙特別委員会委員／衆議院 災害
対策特別委員会委員／党 税制調査会幹事／党 農林水産戦
略調査会副会長︎／党 情報通信戦略調査会副会長︎／党 政務
調査会会長︎代理／党 組織運動本部長︎代理／党 副幹事長︎／
党 組織運動本部 地方組織・議員総局長︎／衆議院 農林水産
委員長︎／総務副大臣・内閣府副大臣／党 国会対策副委員
長︎／総務大臣政務官

衆議院議員　佐
さ

々
さ

木
き

　紀
はじめ

選 挙 区：石川県第2区
当選回数：5回
生年月日：昭和49年10月18日
現在の主な役職：情報調査局長︎
＜経歴＞党 国土交通部会長︎／衆 議院運
営委員会議事進行係／国土交通大臣政務
官／党 青年局長︎／党 国会対策委員会副

委員長︎／党 スポーツ立国調査会事務局長︎／党 原子力規制
に関する特別委員会事務局長︎／与党整備新幹線建設推進
プロジェクトチームメンバー／党 観光立国調査会幹事／
小松青年会議所理事長︎／ビルメンテナンス会社役員

衆議院議員　新
しん

藤
どう

　義
よし

孝
たか

選 挙 区：埼玉県第2区
当選回数：9回
生年月日：昭和33年1月20日
現在の主な役職：政務調査会長︎代行
＜経歴＞経済再生担当大臣／総務大臣、
地方分権改革担当大臣、地域活性化担当
大臣、国家戦略特区担当大臣（第2次安倍

内閣）／裁判官訴追委員長︎／衆議院 憲法審査会・与党筆
頭幹事／党 憲法改正推進本部事務総長︎／党 コロナ対策本
部長︎代理／党 経済成長︎戦略本部座長︎代理／党 領土に関す
る特別委員長︎／党 G空間社会実装委員長︎／党 安全保障と
土地法制に関する特命委員長︎／党 ネットサポーターズク
ラブ（J-NSC）設立者、初代代表／超党派 硫黄島問題懇話
会幹事長︎／超党派 日本の領土（竹島、尖閣諸島など）を守
るため行動する議員連盟会長︎／経産副大臣／外務大臣政
務官・総務大臣政務官／党 国防部会長︎

衆議院議員　平
ひら

井
い

　卓
たく

也
や

選 挙 区：香川県第1区
選出エリア：四国ブロック
当選回数：9回
生年月日：昭和33年1月25日
現在の主な役職：広報本部長︎
＜経歴＞党 広報本部長︎／党 デジタル社
会推進本部長︎／初代デジタル大臣／デジ

タル改革担当大臣／情報通信技術（IT）政策担当、内閣府特
命担当大臣（科学技術・知的財産戦略・クールジャパン戦
略・宇宙政策）／内閣常任委員長︎／国土交通副大臣

衆議院議員　平
ひら

口
ぐち

　洋
ひろし

選 挙 区：広島県第2区
当選回数：6回
生年月日：昭和23年8月1日
現在の主な役職：報道局長︎／政務調査会 
副会長︎
＜経歴＞法務副大臣／党副幹事長︎／環境
副大臣／衆議院厚生労働委員会委員／衆

議院災害対策特別委員会委員／国土交通省河川局次長︎／
秋田県警察本部長︎

衆議院議員　平
ひら

沼
ぬま

　正
しよう

二
じ

郎
ろう

選出エリア：中国ブロック
当選回数：2回
生年月日：昭和54年11月11日
現在の主な役職：青年局長︎代理
＜経歴＞リブート㈱代表取締役／ソニーマ
ーケティング㈱勤務／学習院大学経済学
部卒業／岡山県立岡山一宮高等学校卒業

衆議院議員　藤
ふじ

井
い

 比
ひ

早
さ

之
ゆき

選 挙 区：兵庫県第4区
当選回数：5回
生年月日：昭和46年9月11日
現在の主な役職：外務副大臣
＜経歴＞内閣府副大臣／デジタル副大臣
／国土交通大臣政務官／衆議院 内閣委
員会 理事／衆議院 政治倫理・公職選挙

法改正特別委員会 理事／衆議院 財務金融委員会 理事／
衆議院 予算委員会 委員／衆議院 憲法審査会 委員／衆議
院 農林水産委員会 委員／衆議院 国土交通委員会 委員／
党 副幹事長︎／党 選挙対策委員会 副委員長︎／党 国会対策
委員会 副委員長︎／党 農林部会 部会長︎代理／党 経済産業
部会 副部会長︎／党 国土交通部会 副部会長︎／党 青年局次
長︎／党 情報通信戦略調査会 事務局次長︎／党 選挙制度調
査会 事務局次長︎／党 総務部会 副部会長︎／党 国際局次長︎
／党 広報戦略局次長︎／彦根市副市長︎、総務省

衆議院議員　福
ふく

田
だ

　達
たつ

夫
お

選 挙 区：群馬県第4区
当選回数：5回
生年月日：昭和42年3月5日
現在の主な役職：幹事長︎代行
＜経歴＞党 総務会長︎／党 国会対策委員
会副委員長︎／衆議院 議院運営委員会理
事／党 農林・食料戦略調査会農産物輸出

促進対策委員会 委員長︎／党 中小企業・小規模事業者政策
調査会事務局長︎代行／防衛大臣政務官 兼 内閣府大臣政務
官／党 安全保障調査会事務局次長︎／党 安全保障調査会ミ
サイル防衛に関する検討チーム事務局次長︎／党 経済成長︎
戦略本部事務局次長︎／党 経済成長︎戦略本部 新経済指標検
討PT事務局長︎／党 雇用問題調査会幹事／党 税制調査会
幹事／党 競争政策調査会事務局長︎代理／党 地方創生実行
統合本部副幹事長︎／党 国際局次長︎

衆議院議員　古
ふる

川
かわ

　康
やすし

選 挙 区：佐賀県第2区
選出エリア：九州ブロック
当選回数：4回
生年月日：昭和33年7月15日
現在の主な役職：国土交通副大臣
＜経歴＞国土交通大臣政務官／総務大臣
政務官／佐賀県知事／農林部会 畜産・酪

農対策委員会委員長︎／文部科学部会 高等専門学校小委員
会幹事長︎／障害児者問題調査会事務局次長︎／情報通信戦
略調査会事務局次長︎／過疎対策特別委員会幹事／行政改
革推進本部幹事／行政改革推進本部 規制改革に関するプ
ロジェクトチーム座長︎／報道局次長︎／財政・金融・証券関
係団体委員会委員長︎／税制調査会幹事／棚田振興議員連
盟事務局長︎

衆議院議員　堀
ほり

内
うち

　詔
のり

子
こ

選 挙 区：山梨県第2区
当選回数：5回
生年月日：昭和40年10月28日
＜経歴＞衆議院 外務委員長︎／党 環境・温
暖化対策調査会幹事長︎／党 食料安全保
障強化本部副本部長︎／東京オリンピック
競技大会・東京パラリンピック競技大会

担当大臣／ワクチン接種推進担当大臣／環境副大臣 兼 内
閣府副大臣／厚生労働大臣政務官／党 総務／党 女性活躍
推進特別委員長︎／党 超電導リニア鉄道に関する特別委員
会事務局長︎代理／衆議院 予算委員会理事／衆議院 環境委
員会理事／衆議院 消費者問題に関する特別委員会理事／
美しい富士山を創り守る議員の会（通称：富士山議連）事
務局長︎／熱中症対策推進議員連盟会長︎代行

衆議院議員　武
む

藤
とう

　容
よう

治
じ

選 挙 区：岐阜県第3区
当選回数：6回
生年月日：昭和30年10月18日
現在の主な役職：経済産業大臣／原子力
経済被害担当／ GX実行推進担当／産業
競争力担当／内閣府特命担当大臣（原子
力損害賠償・廃炉等支援機構）

＜経歴＞経済産業大臣／経済産業副大臣・内閣府副大臣／
外務副大臣／総務大臣政務官／衆議院 議院運営委員会理
事／衆議院 農林水産委員長︎／党 国会対策副委員長︎／ 政
務調査会副会長︎／党 鳥獣被害対策特別委員長︎／党 岐阜県
支部連合会長︎／党 経済産業部会長︎

衆議院議員　山
やま

田
だ

　賢
けん

司
じ

選 挙 区：兵庫県第7区
当選回数：5回
生年月日：昭和41年4月20日
現在の主な役職：副幹事長︎
＜経歴＞外務副大臣／外務大臣政務官／
議院運営委員会議事進行係／党 国対副
委員長︎／党 文部科学部会長︎／党 文化立

国調査会 クリエイター・アーティスト育成支援PT座長︎／
党 経済安全保障推進本部事務局長︎／党 障害児者問題調査
会事務局長︎／党 治安・テロ対策調査会事務局長︎／党 領土
に関する特別委員会事務局長︎／党 税制調査会幹事／党 憲
法改正実現本部事務局長︎代行／三井住友銀行、通商産業省、
SG信託銀行／関西学院大学商学部 非常勤講師

参議院議員　青
あお

木
き

　一
かず

彦
ひこ

選 挙 区：鳥取県・島根県
当選回数：3回
生年月日：昭和36年3月25日
現在の主な役職：内閣官房副長︎官
＜経歴＞政府開発援助（ODA）等及び沖
縄・北方問題に関する特別委員長︎／参議
院国土交通委員会委員／参議院予算委員

会筆頭理事／国土交通副大臣／ ITS道路調査会 幹事／離
島振興特別委員会 委員長︎代理／過疎対策特別委員会 事務
局長︎代理／漁港漁場漁村整備促進議員連盟 事務局長︎／農
村基盤整備議員連盟 事務局次長︎／港湾議員連盟 幹事長︎ 
代行／参議院 国会対策委員長︎代理／国土交通大臣政務官
／水産部会長︎代理／農林水産副部会長︎／内閣官房長︎官秘
書官

参議院議員　青
あお

山
やま

　繁
しげ

晴
はる

選出エリア：比例代表
当選回数：2回
生年月日：昭和27年7月25日
＜経歴＞参議院 環境委委員長︎／参議院 
ODA沖北特委委員／参議院 憲法審査会
委員／党 組織運動本部副本部長︎／党 外
交調査会事務局長︎代理／日本の尊厳と国

益を護る会（護る会）代表／近畿大経済学部客員教授、東大
教養学部元非常勤講師／作家（ノンフィクション、小説の
両分野）／㈱独立総合研究所代表取締役社長︎・兼首席研究
員／三菱総合研究所専門研究員／共同通信社記者（事件記
者、経済記者、政治記者）／早大政経学部卒（慶大文学部 
中退）

参議院議員　赤
あか

松
まつ

　健
けん

選出エリア：比例代表
当選回数：1回
生年月日：昭和43年7月5日
現在の主な役職：文部科学大臣政務官／
復興大臣政務官
＜経歴＞週刊少年マガジン新人漫画賞　
最優秀賞・審査員特別賞受賞／第25回

講談社漫画賞受賞「ラブひな」／株式会社Jコミックテラ
ス 取締役（現職）／公益社団法人日本漫画家協会 常務理
事（現職）／表現の自由を守る会　最高顧問（現職）

参議院議員　小
お

川
がわ

　克
かつ

巳
み

選出エリア：比例代表
当選回数：2回
生年月日：昭和26年8月31日
＜経歴＞参議院厚生労働委員会 理事／
参議院予算委員会／参議院政府開発援助
等及び沖縄・北方問題に関する特別委員
会／国民生活・経済に関する調査会 理事

／前参議院厚生労働委員会 委員長︎／党 厚生労働部会 副
部会長︎／党 厚生労働部会 リハビリテーションに関する小
委員会 委員長︎／党 組織運動本部団体総局 厚生関係団体
委員会 副委員長︎／党 広報本部報道局 次長︎／党 社会保障
制度調査会医療委員会 医師の働き方及びタスクシェア・
タスクシフトのあり方に関するプロジェクトチーム 委員
／公益社団法人日本理学療法士協会 理事／一般社団法人
日本ユマニチュード学会 理事／元参議院自民党 政策審議
会 副会長︎

参議院議員　北
きた

村
むら

　経
つね

夫
お

選出エリア：山口県
当選回数：3回
生年月日：昭和30年1月5日
現在の主な役職：国際局長︎代理／広報本
部長︎代理／経済産業部会長︎代理
＜経歴＞参議院 外交防衛委員長︎／党 安
全保障関係団体副委員長︎／経済産業大臣

政務官／党 副幹事長︎／党 選挙対策副委員長︎／党 環境関
係団体委員長︎／党 農林副部会長︎／党 国防副部会長︎／産経
新聞社執行役員、政治部長︎、編集長︎／米ペンシルベニア大
学大学院修士課程修了／中央大学卒業

参議院議員　永
なが

井
い

　学
まなぶ

選 挙 区：山梨県
当選回数：1回
生年月日：昭和49年5月7日
＜経歴＞山梨県議会議員3期／衆議院議
員横内正明事務所 公設秘書／㈱エフエム
富士 放送記者 番組制作／旅行会社役員

参議院議員　野
の

上
がみ

　浩
こう

太
た

郎
ろう

選 挙 区：富山県
当選回数：4回
生年月日：昭和42年5月20日
現在の主な役職：総務会長︎代理
＜経歴＞農林水産大臣／参議院自由民主
党 幹事長︎代行／内閣官房副長︎官／参議
院議院運営委員会 筆頭理事／国土交通

副大臣／参議院文教科学委員長︎／党副幹事長︎／財務大臣
政務官／富山県議会議員／三井不動産

参議院議員　本
ほん

田
だ

　顕
あき

子
こ

選出エリア：比例代表
当選回数：1回
生年月日：昭和46年9月29日
現在の主な役職：女性局長︎
＜経歴＞文部科学大臣政務官兼復興大臣
政務官／厚生労働大臣政務官兼内閣府大
臣政務官／党 副幹事長︎／党 女性局長︎代

理／参議院自民党 副幹事長︎／参議院自民党 国会対策副委
員長︎／星薬科大学卒業（薬剤師）

参議院議員　松
まつ

下
した

　新
しん

平
ぺい

選 挙 区：宮崎県
当選回数：4回
生年月日：昭和41年8月18日
＜経歴＞参議院 北朝鮮による拉致問題
等に関する特別委員長︎／自由民主党スポ
ーツ立国調査会長︎／自由民主党総務会長︎
代理／参議院 政治倫理審査会長︎

参議院 政治倫理の確立及び選挙制度に関する特別委員長︎
／政府開発援助（ODA）等に関する特別委員長︎／自由民主
党財務金融部会長︎／自由民主党外交部会長︎／自由民主党
人事局長︎／総務副大臣兼内閣府副大臣／自由民主党総務
部会長︎／自由民主党政務調査会　副会長︎／参議院 自由民
主党政策審議会 副会長︎／国土交通大臣政務官／参議院 災
害対策特別委員長︎／宮崎県議会議員（2期）／長︎峯基参議
院議員秘書／宮崎県庁職員／法政大学第二法学部政治学
科卒業／宮崎県立宮崎西高等学校卒業

参議院議員　三
み

浦
うら

　靖
やすし

選出エリア：比例代表
当選回数：1回（衆1回）
生年月日：昭和48年4月9日
＜経歴＞参議院 厚生労働委員会 理事／
党 厚労部会 副部会長︎／党 総務部会 副
部会長︎／党 環境部会 副部会長︎／厚生労
働大臣政務官／総務大臣政務官／衆議院

議員（1期）／大田市議会議員（3期）

参議院議員　三
み

宅
やけ

　伸
しん

吾
ご

選 挙 区：香川県
当選回数：2回
生年月日：昭和36年11月24日
＜経歴＞参議院 財政金融委員長︎／防衛
大臣政務官兼内閣府大臣政務官／外務大
臣政務官／参議院 外交防衛委員会筆頭
理事／参議院 予算委員会理事／参議院 

外交防衛委員会委員長︎／党 環境部会部会長︎／党 国防部会
部会長︎代理／党 外交部会部会長︎代理／党 政務調査会副会
長︎／党 参議院政策審議会副会長︎／東京大学大学院法学政
治学研究科修了（修士）／米コロンビア大学留学／日本経
済新聞社記者・編集委員／早稲田大学政治学科卒業／香川
県立高松高校卒業

参議院議員　山
やま

谷
たに

 えり子
選出エリア：比例代表
当選回数：4回（衆1回）
生年月日：昭和25年9月19日
＜経歴＞党 党紀委員会委員長︎／参議院 
政治倫理の確立及び選挙制度に関する特
別委員会委員長︎／参議院 北朝鮮による
拉致問題等に関する特別委員長︎／党 文

化伝統調査会長︎／党 北朝鮮による拉致問題対策本部長︎／
党 教育再生実行本部長︎代行／国務大臣 国家公安委員会委
員長︎・拉致問題担当大臣・海洋政策・領土問題担当大臣・
国土強靱化担当大臣・内閣府特命担当大臣（防災）／参議
院 自民党政策審議会長︎／参議院 政府開発援助等に関する
特別委員長︎／領土議連会長︎／参議院 環境委員長︎／党 女性
局長︎／内閣総理大臣補佐官（教育再生担当）

参議院議員　山
やま

田
だ

　宏
ひろし

選出エリア：比例代表
当選回数：2回（衆2回）
生年月日：昭和33年1月8日
現在の主な役職：組織運動本部長︎代理
＜経歴＞参議院 厚生労働委員長︎／党 組
織運動本部厚生関係団体委員会 副委員
長︎／党 憲法改正推進本部 事務局長︎代理

／党 国民皆歯科健診実現PT 事務局長︎／元 防衛大臣政務
官 兼 内閣府大臣政務官／元 衆議院議員／前 杉並区長︎

議連役職 氏　　名 事　務　所
名誉顧問 高村　　正彦 〒100-8910 千代田区永田町1-11-23　自民党 憲法改正実現本部

衆議院

代表（会長︎） 鈴木　　俊一 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館1001
幹事長︎ 逢沢　　一郎 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館505

井出　　庸生 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館721
工藤　　彰三 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館218

幹事 高村　　正大 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館701
副幹事長︎ 後藤　　茂之 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館704

坂本　　哲志 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館702
佐々木　　紀 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館301

副幹事長︎ 新藤　　義孝 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館810
副幹事長︎ 平井　　卓也 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館1024

平口　　　洋 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館804
平沼　正二郎 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館614

幹事 藤井　比早之 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館615
福田　　達夫 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館1103

幹事 古川　　　康 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館813
堀内　　詔子 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館407

幹事 武藤　　容治 〒100-8982 千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館1212
幹事 山田　　賢司 〒100-8981 千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館617

参議院

幹事 青木　　一彦 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館814
幹事 青山　　繁晴 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1215

赤松　　　健 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館423
小川　　克巳 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館415
北村　　経夫 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1109
永井　　　学 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館516
野上　浩太郎 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1010
本田　　顕子 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1001
松下　　新平 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館824

幹事 三浦　　　靖 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館811
事務局次長︎ 三宅　　伸吾 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館604
副幹事長︎ 山谷　えり子 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1107
事務局長︎ 山田　　　宏 〒100-8962 千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1205

＜代表電話＞ 衆議院第一・第二議員会館03-3581-5111　参議院議員会館03-3581-3111　自由民主党03-3581-6211
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　甲
冑
の
銘
に
つ
い
て

　
今
回
は
、
甲
冑
の
銘
に
つ
い
て
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
日
本
刀
と
同
様
、
日
本
甲
冑
に
も
銘

の
あ
る
品
物
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
日

本
刀
の
場
合
は
茎
に
鐫
り
ま
す
が
、
甲

冑
の
場
合
は
、
鉄
地
各
部
品
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
に
鐫
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
漆

書
や
墨
書
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

銘
の
内
容
は「
常
州
住
早
乙
女
家
成
」の

よ
う
な
作
者
銘
、「
天
保
十
年
三
月
吉

日
」
の
紀
年
銘
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　
で
は
、
銘
を
鐫
る
部
位
に
つ
い
て
、

ご
説
明
し
ま
す
。

・
兜

　
筋
兜
や
星
兜
な
ど
、
鉄
板
を
数
枚
矧は

い
で
作
ら
れ
る
兜
鉢
の
場
合
、
最
も
多

い
の
が
鉢
の
裏
、
前
正
中
板
と
後
正
中

板
で
す
。
兜
鉢
を
裏
か
ら
見
た
際
、
兜

の
真
正
面
と
背
面
中
央
に
当
た
る
矧
板

に
刻
ま
れ
、
作
者
銘
と
年
紀
を
前
後
に

分
け
て
鐫
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
作
者
銘

の
み
を
前
、
も
し
く
は
後
ろ
に
鐫
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
腰
巻
板
と
い

う
鉢
の
裾
に
巡
ら
せ
る
板
に
切
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
筋
兜
以
外
、
頭
形
兜
や
変
り
兜
等
に

も
銘
を
鐫
っ
た
遺
品
が
あ
り
ま
す
。
受

張
と
い
う
頭
を
受
け
る
布
が
張
ら
れ
て

い
る
場
合
で
も
、「
銘
見
の
穴
」
と
呼

ば
れ
る
穴
が
開
い
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を

通
し
て
銘
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
れ
に
𩊱𩊱

し
こ
ろ

札
板
の
裏
や
前
立
な
ど
に
も

銘
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
面
具

　
目
の
下
頬
や
半
頬
等
の
両
頬
表
も
し

く
は
裏
、
ま
た
顎
下
の
表
も
し
く
は
裏

に
刻
ま
れ
ま
す
。

・
胴

　
中
世
の
胴
丸
・
腹
巻
等
に
銘
が
残
る

こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
当
世
具
足

な
ど
、
近
世
の
胴
甲
に
刻
ま
れ
る
こ
と

が
あ
り
、そ
の
場
合
は
胴
の
表
の
両
脇
、

あ
る
い
は
胴
の
内
側
（
裏
）
に
鐫
ら
れ

る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
内
側
は
革

や
布
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
そ
の
下
に
銘
が
隠
れ
て
い
る
場
合

は
Ｘ
線
や
赤
外
線
撮
影
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
三
具
（
籠
手
・
佩
楯
・
臑
当
）
な
ど

　
籠
手
の
場
合
は
上
端
の
冠
板
や
下
膊

部
に
繋
が
れ
た
篠
板
や
筒
板
に
切
ら
れ

ま
す
。
ど
の
位
置
も
表
裏
両
方
に
鐫
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
佩
楯
は
稀
で

す
が
札
板
や
鎖
で
繋
が
れ
た
金
物
な
ど

に
、
ま
た
臑
当
も
籠
手
と
同
様
に
篠
・

筒
板
に
刻
ま
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
各
派
の
作
風
や
銘
振
り
を
見
る
こ
と

も
日
本
甲
冑
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
す
。

刀
剣
ほ
ど
偽
名
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
信
家
や
義
通
な
ど
有
名
甲
冑
師
の

場
合
は
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
銘
の
あ
る
品
物
は

少
な
い
の
で
、
銘
を
見
つ
け
た
際
は
注

意
し
て
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
浅
野
太
一
）

甲
冑
の
話
題

甲
冑
の
話
題
│
│
│

│
│
│
2323

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

法
令
講
習
会
を
受
講
し
て

　
毎
年
行
わ
れ
る
署
別
法
令
講
習
会
が
今
年
も
開
催
さ
れ
、参
加
し
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
公
安
委
員
会
か
ら
古
美
術
商
許
可
証
を
受
け
た
法

人
・
個
人
、
そ
し
て
交
換
会
市
場
の
市
場
主
を
対
象
に
、
各
警
察
署
が

行
う
講
習
会
で
あ
る
。
東
京
都
は
十
方
面
九
十
六
署
が
協
力
し
、
東
京

美
術
倶
楽
部
近
く
に
所
在
す
る
愛
宕
署
で
は
、
近
隣
の
信
用
金
庫
の

ホ
ー
ル
に
て
、こ
の
二
月
に
開
催
さ
れ
た
。
法
改
正
が
あ
る
時
も
あ
り
、

出
席
の
重
要
性
を
感
じ
る
。

　
ま
ず
担
当
課
長
よ
り
挨
拶
と
と
も
に
、
件
数
も
被
害
額
も
増
加
し
つ

つ
あ
る
電
話
・
メ
ー
ル
等
に
よ
る
詐
欺
事
件
の
紹
介
と
警
鐘
が
あ
っ
た
。

近
年
は
国
際
電
話
が
利
用
さ
れ
た
り
、
警
官
、
特
に
遠
方
の
警
察
署
を

名
乗
り
対
応
を
迫
る
詐
欺
が
増
え
て
お
り
、
実
例
も
紹
介
し
、
時
間
を

割
い
て
注
意
が
あ
っ
た
。

　
次
に
生
活
安
全
課
係
官
よ
り
、
相
手
先
確
認
時
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
内
容
の
み
で
番
号
は
残
さ
な
い
」「
面
前
記
入
」「
法
人
取
引
時
は
担
当

者
情
報
付
記
」な
ど
が
特
に
注
意
確
認
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
取
引
時
な
ど
非
対
面
取
引
時
は
、
免
許
証
以
外
に
も
確
認
資
料

が
必
要
で
あ
る
。近
年
の
取
引
状
況
に
即
し
た
ポ
イ
ン
ト
な
の
だ
ろ
う
。

　
登
録
面
で
は
法
人
許
可
証
の
場
合
、
代
表
者
は
も
ち
ろ
ん
役
員
の
変

更
時
に
も
届
け
出
が
必
須
と
加
え
ら
れ
た
。

　
一
般
社
団
法
人
東
京
古
物
商
防
犯
連
盟
の
紹
介
も
あ
り
、
ホ
ー
ル
満

員
の
参
加
者
が
聞
き
入
っ
た
。
こ
ち
ら
の
加
入
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
古
物
商
の
新
規
登
録
数
は
、
昨
年
約
六
千
件
、
一
昨
年
の
三
千
件
か

ら
倍
増
と
聞
く
。
正
し
い
知
識
と
真
摯
な
実
行
が
、
業
界
の
地
位
向
上

に
つ
な
が
る
と
思
う
。

（
伊
波
賢
一
）

　
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会

（
大
野
義
光
理
事
長
）
で
は
、
現
代
刀
工
が

製
作
し
た
刀
の
正
真
性
を
保
証
す
る
た
め
、

令
和
三
年
六
月
よ
り
「
新
作
日
本
刀
証
明
証
」

（
以
下
「
証
明
証
」）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
証
明
証
が
発
行
さ
れ
た
現
代
刀
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
手
続
き
に
基
づ
き
、
古
美
術
品

に
該
当
し
な
い
こ
と
が
併
せ
て
証
明
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
日
本
刀
を
含
む
古
美
術
品

を
海
外
に
輸
出
す
る
際
に
文
化
庁
が
発
行
す

る
「
古
美
術
品
輸
出
鑑
査
証
明
」
に
代
わ
り
、

こ
の
証
明
証
を
活
用
で
き
る
こ
と
が
、
文
化

庁
を
通
じ
て
税
関
な
ど
関
係
機
関
に
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
税
関
で
の
手
続
き
に
お
い
て
は
、「
税
関

提
出
用
第
二
様
式
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

古
美
術
品
輸
出
鑑
査
証
明
を
提
出
す
る
手
間

を
省
け
ま
す
。
ま
た
、
古
美
術
品
輸
出
鑑
査

証
明
の
有
効
期
限
は
一
年
間
で
す
が
、
税
関

提
出
用
第
二
様
式
に
は
特
に
有
効
期
限

が
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
輸
出
の
可

能
性
が
あ
る
場
合
、
事
前
に
用
意
し
て

お
け
ば
、
あ
ら
た
め
て
申
請
す
る
必
要

が
な
く
、即
時
、輸
出
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
七
年
四
月
以
降
に
発
行
さ
れ
る
当
協

会
の
証
明
証
で
は
、
申
請
者
の
希
望
に
応
じ

て
税
関
提
出
用
第
二
様
式
を
無
料
で
発
行
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
新
作
日
本

刀
証
明
証
に
関
し
て
は
、
税
関
提
出
用
第
二

様
式
を
別
途
申
請
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
の

で
、
該
当
す
る
証
明
証
を
当
協
会
事
務
局
ま

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
追
っ
て
税
関
提
出

用
第
二
様
式
を
発
行
し
、
証
明
証
と
と
も
に

返
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
新
作
日
本
刀

証
明
証
が
刀
工
本
人
の
確
認
を
経
て
発
行
さ

れ
た
現
代
刀
に
限
り
適
用
さ
れ
ま
す
。
明
治

以
降
に
製
作
さ
れ
た
刀
す
べ
て
が
対
象
で
は

な
い
こ
と
に
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
新
作
日
本
刀
証
明
証
お
よ
び
税
関
提
出
用

第
二
様
式
の
発
行
は
、
文
化
庁
で
は
な
く
、

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
が

行
っ
て
い
ま
す
。
発
行
手
続
き
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
文
化
庁
で
は
な
く
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
な
ど
で
の

問
い
合
わ
せ
の
際
「
証
明
書
に
関
す
る
件
」

な
ど
の
タ
イ
ト
ル
を
明
記
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
=
公
益
財
団
法
人
日
本
刀

文
化
振
興
協
会
事
務
局
　
〒
１
０
５-

０
０

４
４
東
京
都
北
区
赤
羽
南
二-

四-

七
　

鷹
匠
ハ
イ
ツ
三
〇
一
号
　
☎
〇
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五
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四
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　tbk@nbsk-jp.org

新
作
日
本
刀
証
明
証
の
活
用
に
つ
い
て

初
期
の
登
録
証
の
記
載
内
容
の

不
備
と
柔
軟
か
つ
適
切
な
対
応
―埼玉

県

　
以
前
、
本
欄
で
、
静
岡
県
の
教
育
委

員
会
が
発
行
し
た
記
載
ミ
ス
の
あ
る
登

録
証
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
を
書
い
た
。

　
現
物
は
「
加
州
藤
原
住
家
吉
作
」
と

あ
り
な
が
ら
、
昭
和
四
十
一
年
の
静
岡

県
の
登
録
審
査
委
員
が
う
っ
か
り
「
加

州
住
藤
原
家
吉
作
」
と
記
し
た
登
録
証

が
交
付
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
些
細
な
ミ

ス
で
は
あ
り
、
こ
の
通
り
に
名
義
変
更

の
届
け
を
出
せ
ば
、
受
理
さ
れ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
外
国
人
が
購

入
し
て
輸
出
す
る
時
、
現
物
と
登
録
証

の
記
載
内
容
が
異
な
る
と
大
変
で
あ

る
。
古
美
術
品
輸
出
鑑
査
証
明
を
出
す

文
化
庁
の
調
査
指
導
係
が
、
違
い
を
取

り
上
げ
て
問
題
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
う
な
る
と
と
て
も
面
倒
な
の
で
、

ひ
と
ま
ず
静
岡
県
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録

担
当
者
に
電
話
で
相
談
し
た
ら
、
登
録

証
の
コ
ピ
ー
と
現
物
の
茎
の
写
真
を
精

査
し
た
上
で
、
静
岡
県
は
記
載
ミ
ス
を

認
め
、も
し
外
国
人
が
購
入
し
た
場
合
、

輸
出
監
査
証
明
が
取
れ
る
よ
う
に
、
静

岡
県
か
ら
文
化
庁
に
連
絡
す
る
と
言
っ

て
く
れ
た
。
実
に
穏
便
で
、
建
設
的
な

対
応
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
そ
の
後
、
今
度
は
埼
玉
県
で

同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た
。
若
狭
大
掾

藤
原
冬
広
の
年
紀
作
の
脇
指
で
あ
る
。

昭
和
二
十
六
年
初
年
度
登
録
で
あ
っ

た
。
静
岡
県
の
ケ
ー
ス
と
同
じ
で
、
全

く
偽
臭
は
な
い
。

　
だ
が
、
裏
年
紀
が
「
正
徳
六
年
二
月

吉
日
」
で
あ
る
の
に
、
登
録
証
に
は

｢

正
徳
六
年
二
月
」
と
し
か
書
か
れ
て

い
な
い
！
「
う
わ
、ま
た
か
」
で
あ
る
。

　
こ
の
脇
指
は
以
前
、
某
氏
に
お
買
い

上
げ
い
た
だ
き
、
そ
の
際
に
は
、
登
録

証
通
り
に
提
出
す
れ
ば
名
義
変
更
は
で

き
る
だ
ろ
う
し
、
初
年
度
の
登
録
証
は

貴
重
だ
か
ら
直
し
た
く
な
い
、
と
い
う

の
が
そ
の
ご
希
望
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

数
年
後
、
下
取
り
で
返
っ
て
き
た
。

　
そ
れ
で
再
度
、
展
示
し
、
ど
な
た
に

も
お
買
い
上
げ
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

て
い
た
の
だ
が
、
朱
漆
塗
り
の
素
敵
な

外
装
も
付
い
て
い
る
し
、
外
国
人
が
買

い
そ
う
だ
な
あ
、
そ
う
し
た
ら
ま
た
問

題
に
な
る
な
あ
、
と
思
っ
た
。
で
も
、

こ
ん
な
良
い
登
録
証
は
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
き
た
い
よ
な
あ
、
で
も
ど
う
し
よ

う
か
な
あ
⋮
⋮
。
迷
っ
た
末
に
、
埼
玉

県
に
電
話
を
し
た
。

　
電
話
で
は
、
昭
和
二
十
六
年
初
年
度

の
登
録
証
は
貴
重
な
の
で
手
を
加
え
た

く
な
い
し
、
し
か
し
、
外
国
人
が
購
入

し
た
ら
大
変
だ
し
、
困
っ
て
い
ま
す
と

率
直
に
伝
え
た
。
す
る
と
、「
登
録
証

の
コ
ピ
ー
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言

う
。「
ど
う
せ
ま
た
、現
物
確
認
か
な
あ
。

面
倒
だ
し
、
嫌
だ
な
あ
。
ど
う
し
よ
う

か
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
送
付
し
て

待
っ
て
い
た
ら
、
連
絡
が
来
た
。

｢

偽
臭
は
な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

輸
出
の
際
に
は
確
か
に
問
題
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
登
録
証
の
こ
と

は
私
ど
も
で
覚
え
を
書
い
て
お
き
ま
し

て
、
輸
出
の
際
に
文
化
庁
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
記
載
ミ
ス

は
あ
る
も
の
の
、
輸
出
す
る
刀
剣
の
登

録
証
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
」
と
い

う
よ
う
な
回
答
だ
っ
た
。

「
本
年
度
に
限
り
ま
す
よ
」
と
い
う
条

件
付
き
で
は
あ
っ
た
が
、
と
て
も
柔
軟

で
現
実
的
な
対
応
だ
と
思
っ
た
。

　
そ
の
後
、
程
な
く
し
て
、
突
然
来
店

し
た
ア
メ
リ
カ
人
が
、
そ
の
冬
広
を
と

て
も
気
に
入
っ
て
お
買
い
上
げ
に
な
ら

れ
た
。
予
期
し
て
い
た
出
来
事
が
起

こ
っ
た
わ
け
だ
。そ
し
て
埼
玉
県
が「
そ

ん
な
約
束
は
知
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
し
な
が
ら
、
輸
出

事
例
48

鑑
査
証
明
の
申
請
を
し
て
待
つ
こ
と
十

日
、
証
明
が
送
付
さ
れ
て
き
て
、
若
狭

大
掾
冬
広
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
、
日
本
か
ら
旅
立
っ
て
行
っ
た
。

　
静
岡
県
と
い
い
、
埼
玉
県
と
い
い
、

と
て
も
良
い
対
応
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

と
深
く
感
謝
し
て
い
る
。
彼
ら
の
立
場

に
立
て
ば
、
何
ら
問
題
は
な
く
、
む
し

ろ
初
期
の
登
録
審
査
業
務
の
ミ
ス
（
彼

ら
の
先
輩
の
ミ
ス
）
で
、
全
く
落
ち
度

の
な
い
人
が
迷
惑
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
手
間
と
時
間
を
か
け
て
現
物
確
認

を
し
て
訂
正
再
交
付
し
（
０
円
で
）、

す
ぐ
に
輸
出
し
て
登
録
証
の
返
還

⋮
⋮
。全
く
不
毛
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
今
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
で

や
り
と
り
で
き
る
便
利
な
時
代
な
の
で

あ
る
。
そ
う
な
る
と
、あ
と
は
現
場
だ
。

担
当
者
の
経
験
（
こ
う
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
る
の
だ
と
い
う
認
識
）、
思
い
や
り

(

わ
ざ
わ
ざ
連
絡
し
て
き
た
善
意
の
人

が
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
や
ら
な
く
て

も
い
い
よ
う
な
現
物
確
認
を
す
る
の
は

難
儀
だ
よ
な
あ
と
い
う
理
解
）、
そ
し

て
度
量
（
話
を
し
て
い
る
相
手
の
人
間

性
を
信
頼
し
、
便
宜
を
図
ろ
う
と
い
う

懐
の
広
さ
）
こ
そ
が
、
円
滑
か
つ
生
産

的
な
登
録
事
務
に
は
必
要
だ
と
痛
感
す

る
の
で
あ
る
。

「
後
々
責
任
を
追
及
さ
れ
る
の
も
嫌
だ

し
、
面
倒
だ
か
ら
型
通
り
の
現
物
確
認

審
査
を
受
け
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
無

責
任
で
お
ざ
な
り
な
登
録
業
務
で
は
な

く
、（
実
は
既
に
多
く
の
都
道
府
県
で

な
さ
れ
て
い
る
と
は
思
う
の
だ
が
）
前

任
者
か
ら
の
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
ま
で
の

事
例
の
蓄
積
、
さ
ら
に
は
他
県
の
担
当

者
と
の
意
見
交
換
を
適
宜
行
い
、
今
回

の
埼
玉
県
や
前
回
の
静
岡
県
の
よ
う
な

親
切
な
業
務
が
、
当
た
り
前
に
な
る
日

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

（
登
録
証
問
題
研
究
会
）
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吉
野
山
が
大
好
き
だ
。
年
に
六
、
七

回
は
行
く
。

　
吉
野
山
と
い
え
ば
、「
一
目
千
本
」

と
い
わ
れ
る
桜
。
つ
ま
り
、
一
目
で
千

本
の
桜
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
よ
う

な
風
景
と
い
う
こ
と
だ
。

　
か
の
西
行
も
、
吉
野
山
の
桜
に
寄
せ

た
和
歌
を
幾
つ
も
詠
ん
で
い
る
。

　
吉
野
山
こ
ず
ゑ
の
花
を
見
し
日
よ
り

　
　
心
は
身
に
も
そ
は
ず
な
り
に
き

（
吉
野
山
に
咲
く
桜
の
美
し
さ
を
見
た
日
か

ら
、
桜
に
憧
れ
る
我
が
心
は
気
も
そ
ぞ
ろ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
）

　
な
の
に
⋮
⋮
。

　
西
行
法
師
ま
で
引
き
合
い
に
出
し
た

と
い
う
の
に
、
私
は
関
西
弁
で
い
う
こ

と
こ
ろ
の
「
へ
ん
こ
」、
偏
屈
者
な
の

だ
ろ
う
か
。

　
桜
の
時
期
に
は
行
か
な
い
。

　
人
混
み
が
嫌
い
。

　
確
か
に
「
一
目
千
本
」
は
見
事
だ
。

し
か
し
、
ふ
と
思
い
立
っ
て
、
近
所
の

公
園
で
缶
ビ
ー
ル
を
片
手
に
ボ
ン
ヤ
リ

と
散
り
ゆ
く
桜
を
眺
め
る
方
が
気
楽
な

の
だ
。

　
そ
の
後
の
葉
桜
の
時
期
、
人
混
み
に

疲
れ
た
よ
う
な
桜
と
、
や
れ
や
れ
と
い

う
空
気
感
を
味
わ
い
た
く
な
る
。

　
そ
し
て
、
行
き
つ
け
の
蕎
麦
屋
「
矢

的
庵
」
に
、「
桜
も
終
わ
り
ま
し
た
ね
。

忙
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
訪
う
。

　
祭
り
の
後
の
よ
う
な
静
け
さ
、
い
つ

も
の
厳
か
な
金
峯
山
寺
、
閉
ま
っ
た
土

産
物
屋
⋮
⋮
。

　「
桜
の
無
い
吉
野
山
に
行
っ
て
ど
う

す
ん
の
？
　
何
も
な
い
の
に
」
と
も
言

わ
れ
る
。

　
言
わ
せ
て
お
け
ば
い
い
。

　「
何
も
な
い
よ
う
な
も
の
」
が
好
き

な
の
だ
。

　
何
も
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
。

　
何
も
な
い
も
の
は
な
い
。

　
自
分
が
感
じ
る
か
ら
「
あ
る
」
の
だ
。

　
そ
し
て
、
私
は
相
も
変
わ
ら
ず
、
夏

も
秋
も
冬
も
、
吉
野
山
を
の
た
り
の
た

り
と
歩
い
て
い
る
。

何
も
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
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石
井 

理
子

筆
者
は
奈
良
県
在
住

　
二
月
八
日
か
ら
三
月
二
十
三
日
ま
で

足
利
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
山
姥

切
国
広
展
」
は
連
日
の
盛
況
が
伝
え
ら

れ
た
が
、
同
展
に
関
連
し
当
組
合
理
事

の
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
が﹃
下
野
新
聞
﹄

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
月
八
日
、
お
馴
染
み
の
鉄
芸
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
日
本

刀
に
ま
つ
わ
る
職
人
体
験
―
君
も
立
派

な
職
人
」
と
講
演
、
鑑
賞
会
「
日
本
刀

の
鑑
賞
法
、
国
広
一
門
の
作
品
群
を

持
っ
て
み
よ
う
」
が
、
あ
し
か
が
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
市
内
の
学
生

限
定
で
募
集
し
た
三
十
人
を
対
象
に
、

銘
切
り
・
研
磨
・
鞘
削
り
を
そ
れ
ぞ
れ

刀
匠
・
研
師
・
鞘
師
の
元
で
十
人
ず
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
各
工
程
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
の
は
、
刀
匠
の
石
田

國
壽
・
上
畠
宗
泰
、
研
師
の
小
川
和
比

古
・
藤
代
龍
哉
・
松
村
壮
太
郎
・
水
田

吉
政
・
森
井
鐵
太
郎
、
鞘
師
の
森
井
敦

央
の
八
人
。参
加
者
は
中
学
生
が
八
人
、

小
学
生
が
二
十
二
人
で
、
皆
熱
心
に
各

工
程
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　
待
ち
時
間
の
記
念
撮
影
に
は
、
怪
我

を
し
な
い
よ
う
に
刃
を
落
と
し
た
刀
を

用
意
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
親
御
さ
ん

と
も
ど
も
、
初
め
て
手
に
持
つ
日
本
刀

の
重
量
感
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　
体
験
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
印
象

に
残
っ
た
こ
と
と
し
て
「
銘
切
り
が

楽
し
か
っ
た
」「
自
分
の
名
前
が
刻

め
て
嬉
し
い
」「
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が

ゲ
ッ
ト
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
鉋
で

木
を
削
っ
た
こ
と
」「
研
ぎ
が
楽
し

か
っ
た
」「
研
ぎ
の
際
の
独
特
な
座

り
方
、
研
ぎ
の
際
、
刀
の
汚
れ
が
す

ご
く
取
れ
た
こ
と
」「
刀
の
伝
統
」

「
使
っ
た
こ
と
が
な
い
道
具
を
使
え

て
楽
し
か
っ
た
」「
ど
れ
も
楽
し
か
っ

た
」「
初
め
て
本
物
の
刀
を
触
っ
た

こ
と
、
先
生
方
が
優
し
く
丁
寧
に
、

し
か
も
楽
し
さ
だ
け
で
な
く
難
し
さ

も
教
え
て
く
れ
た
（
お
母
さ
ん
の
感

想
）」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
筆

者
が
全
員
に
し
た
「
ど
の
職
人
に
な
り

た
い
か
な
？
」
と
い
う
問
い
か
け
に
は

鞘
師
が
僅
差
で
一
番
人
気
と
な
り
、
職

人
た
ち
か
ら
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
て

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
に
は
講
演
と
鑑
賞
会
「
日
本
刀

の
鑑
賞
法
、
国
広
一
門
の
作
品
群
を

持
っ
て
み
よ
う
」
を
当
組
合
理
事
の
飯

田
慶
雄
が
担
当
、
国
広
他
一
門
の
作
品

八
振
を
用
意
し
、
百
名
の
参
加
者
に
実

際
に
本
物
の
日
本
刀
を
手
に
持
っ
て
鑑

賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
百
人
の
枠
に
三
百
人
を
超
え
る
申
し

込
み
が
殺
到
し
、
事
前
に
抽
選
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
九
割
が
女
性
、
最

も
多
か
っ
た
の
は
三
十
歳
代
で
平
均
年

齢
は
三
九･

六
歳
、
地
元
栃
木
県
以
外
で

は
関
東
近
辺
、
ほ
か

に
北
海
道
や
奈
良
、

大
阪
か
ら
来
ら
れ
た

方
も
。

　
作
品
を
伝
え
て
き

た
先
人
た
ち
に
敬
意

を
払
い
大
事
に
扱
う

こ
と
、
刀
剣
は
想
像

よ
り
繊
細
な
も
の
で

あ
る
こ
と
、
鑑
賞
時

は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
腕
時
計
な
ど
を
外

す
こ
と
、
刀
身
に
は
直
接
触
れ
な
い
こ

と
、
刀
身
を
持
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
は
い

け
な
い
な
ど
、
基
礎
中
の
基
礎
を
確
認

し
た
上
で
、
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
質
問
を
受
け
付
け
た
と
こ
ろ
、
皆
さ

ん
と
て
も
熱
心
で
、
二
時
間
も
の
間
質

問
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
く
、
十
五
分

延
長
し
て
も
な
お
多
く
の
方
が
名
残
惜

し
そ
う
に
刀
剣
を
眺
め
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

　
鑑
賞
刀
は
以
下
の
通
り
。

　
刀
国
広
／
脇
指
国
次
／
脇
指
国
安

／
脇
指
阿
波
守
在
吉
／
刀
大
隅
尉
正

弘
日
州
住
／
脇
指
城
州
住
国
時
於
南

紀
造
之
寛
永
四
年
正
月
／
刀
河
内
守

藤
原
国
助
／
脇
指
堀
川
住
吉
貞

（
飯
田
慶
雄
）

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

金峯山寺

研磨の構えに挑戦！

100人が参加した国広一門作品の鑑賞会

　
全
日
本
刀
匠
会
が
設
立
さ
れ
、
五
十

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
会

員
諸
氏
の
弛
ま
な
い
努
力
と
、
多
く
の

皆
様
の
ご
支
援
に
よ
っ
て
今
日
が
あ
る

も
の
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
五
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
初
代
会
長
で
あ
り
ま
し
た
先
代
行

平
の
設
立
前
夜
の
奔
走
ぶ
り
に
思
い
を

馳
せ
ざ
る
に
得
ま
せ
ん
。
事
務
作
業
の

よ
う
な
も
の
が
決
し
て
得
意
で
は
な

か
っ
た
父
が
、
あ
れ
ほ
ど
情
熱
を
注
い

だ
の
は
、
刀
鍛
冶
が
生
活
を
維
持
し
て

い
け
る
販
路
の
獲
得
や
、
決
し
て
安
定

し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
社
会
保
障
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
は
法
人
化
ま
で
視
野

に
入
れ
て
お
り
、
使
命
感
の
強
い
父
の

夢
は
膨
ら
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
設
立
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
佐
藤
寒

山
先
生
か
ら
の
電
話
も
し
き
り
で
、「
た

た
ら
再
興
と
刀
匠
会
」
が
口
癖
の
よ
う

に
わ
が
家
に
飛
び
交
っ
て
お
り
ま
し

た
。
上
京
の
機
会
も
多
く
、
生
活
を
支

え
る
母
も
既
に
な
く
、
心
身
へ
の
負
担

が
相
当
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
た
た
ら
再
興
の
火
入
れ
式
の
直
後
急

逝
し
た
こ
と
を
思
い
ま
す
と
、
父
は
刀

匠
会
と
た
た
ら
に
生
命
を
捧
げ
た
と
も

言
え
ま
す
。

　
設
立
に
奔
走
す
る
姿
を
見
て
い
た
高

校
生
だ
っ
た
私
が
今
、
会
長
で
あ
る
こ

と
の
巡
り
合
わ
せ
に
深
い
感
慨
を
覚
え

ま
す
。大
き
な
傘
の
下
か
ら
の
離
脱
や
、

会
員
の
激
減
、
諸
経
費
の
高
騰
な
ど
、

時
代
は
移
り
変
わ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
、
か
つ
て
は
思
い
も
か
け
な
か
っ
た

事
業
が
会
員
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
で
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
決
し
て
上
か
ら
の
お
仕
着
せ
で
は
な

い
豊
か
な
発
想
が
、
今
後
の
全
日
本
刀

匠
会
の
力
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
刀
剣
界
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
に
声
援
を
送
り
続
け
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
は
、
引
き
続
き
の
ご

後
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
日
本
刀
匠
会
設
立
五
十
周
年
に
寄
せ
て

第
八
代
会
長

　宮
入
小
左
衛
門
行
平

■全日本刀匠会沿革
昭和50年4月4日　全日本刀匠会設立
 幹事長　宮入行平
昭和53年 理事長　月山貞一（幹事長を理事長と読み替える）
昭和59年 理事長　隅谷正峯
平成 2 年 理事長　天田昭次
平成 7 年 理事長　月山貞利
 　設立20周年事業開催
平成14年 　理事長を会長と読み替える
平成17年 　設立30周年事業開催
 　「第１回お守り刀展覧会」開催
平成18年 　『写真で覚える日本刀の基礎知識』発刊
 　 事業運営のため法人設立（現：一般社団法人全日本刀匠

事業部）
平成19年 　 「第２回お守り刀展覧会」を文化庁後援にて開催　以後

継続
平成20年 会長　吉原國家
 　美術刀剣作刀技術実地研修会開催　以後継続
平成22年 　『写真で覚える日本刀の基礎知識Ⅱ』発刊
 　刀剣製作技術総合伝承事業開始　以後継続
平成24年 　「ヱヴァンゲリヲンと日本刀展」開催～巡回
 　国際交流基金主催事業としてフランス・スペイン巡回
平成25年 　「二次元vs日本刀展」開催～巡回
 会長　三上貞直
 　 備前長船刀剣博物館と共同しポーランド共和国にて市

立、国立４博物館の収蔵品の調査実施
 　 「二次元vs日本刀展」から選抜作品をベトナム・ホーチ

ミン市にて展示
 　「刀匠会製炭保存会」を設立
 　 「第８回お守り刀展覧会」から文部科学大臣賞、駐日ポ

ーランド共和国大使賞授与　以後現在まで続く
平成26年 　「戦国無双の刀剣展」開催～巡回
 　 「刀匠会製炭保存会」を法人化、国選定保存技術団体認定

を受ける（現：合同会社伝統工芸木炭生産技術保存会）
平成27年 　設立40周年事業開催
 　映画「バケモノの子」熊徹の大太刀制作
 　「真剣少女の日本刀展」開催
平成28年 　「薄桜鬼刀剣録展」開催～巡回
平成29年 　「大相撲と日本刀展」開催～巡回
 　後継者育成として入門志望者向け講習会開始
令和元年 　 日刀保・刀文協と主催、文化庁協力にて「平成の名刀・

名工展」開催　
 　「天華百剣名刀写し展」開催～巡回
 会長　宮入小左衛門行平
令和 4 年 　 日刀保と主催、文化庁後援にて企画展「令和の名刀・名

工展」開催
令和 5 年 　 現代刀専門の提携店「ギャラリー東山堂」（京都市）開店

に協力
令和 6 年 　「大和守安定～壬生義士伝から広がる世界展」開催～巡回
 　「アズールレーン」の白龍をイメージして刀制作
令和 7 年 　設立50周年事業開催

足
利
市
立
美
術
館「
山
姥
切
国
広
展-

名
匠
の
軌
跡
、
名
刀
の
誕
生-

国
広
、
本
作
長
義
と
出
逢
う
。」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

刀
職
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
と
鑑
賞
会
に
参
加
希
望
が
殺
到
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　甲
冑
の
銘
に
つ
い
て

　
今
回
は
、
甲
冑
の
銘
に
つ
い
て
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
日
本
刀
と
同
様
、
日
本
甲
冑
に
も
銘

の
あ
る
品
物
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
日

本
刀
の
場
合
は
茎
に
鐫
り
ま
す
が
、
甲

冑
の
場
合
は
、
鉄
地
各
部
品
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
に
鐫
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
漆

書
や
墨
書
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

銘
の
内
容
は「
常
州
住
早
乙
女
家
成
」の

よ
う
な
作
者
銘
、「
天
保
十
年
三
月
吉

日
」
の
紀
年
銘
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　
で
は
、
銘
を
鐫
る
部
位
に
つ
い
て
、

ご
説
明
し
ま
す
。

・
兜

　
筋
兜
や
星
兜
な
ど
、
鉄
板
を
数
枚
矧は

い
で
作
ら
れ
る
兜
鉢
の
場
合
、
最
も
多

い
の
が
鉢
の
裏
、
前
正
中
板
と
後
正
中

板
で
す
。
兜
鉢
を
裏
か
ら
見
た
際
、
兜

の
真
正
面
と
背
面
中
央
に
当
た
る
矧
板

に
刻
ま
れ
、
作
者
銘
と
年
紀
を
前
後
に

分
け
て
鐫
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
作
者
銘

の
み
を
前
、
も
し
く
は
後
ろ
に
鐫
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
腰
巻
板
と
い

う
鉢
の
裾
に
巡
ら
せ
る
板
に
切
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
筋
兜
以
外
、
頭
形
兜
や
変
り
兜
等
に

も
銘
を
鐫
っ
た
遺
品
が
あ
り
ま
す
。
受

張
と
い
う
頭
を
受
け
る
布
が
張
ら
れ
て

い
る
場
合
で
も
、「
銘
見
の
穴
」
と
呼

ば
れ
る
穴
が
開
い
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を

通
し
て
銘
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
れ
に
𩊱𩊱

し
こ
ろ

札
板
の
裏
や
前
立
な
ど
に
も

銘
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
面
具

　
目
の
下
頬
や
半
頬
等
の
両
頬
表
も
し

く
は
裏
、
ま
た
顎
下
の
表
も
し
く
は
裏

に
刻
ま
れ
ま
す
。

・
胴

　
中
世
の
胴
丸
・
腹
巻
等
に
銘
が
残
る

こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
当
世
具
足

な
ど
、
近
世
の
胴
甲
に
刻
ま
れ
る
こ
と

が
あ
り
、そ
の
場
合
は
胴
の
表
の
両
脇
、

あ
る
い
は
胴
の
内
側
（
裏
）
に
鐫
ら
れ

る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
内
側
は
革

や
布
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
そ
の
下
に
銘
が
隠
れ
て
い
る
場
合

は
Ｘ
線
や
赤
外
線
撮
影
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
三
具
（
籠
手
・
佩
楯
・
臑
当
）
な
ど

　
籠
手
の
場
合
は
上
端
の
冠
板
や
下
膊

部
に
繋
が
れ
た
篠
板
や
筒
板
に
切
ら
れ

ま
す
。
ど
の
位
置
も
表
裏
両
方
に
鐫
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
佩
楯
は
稀
で

す
が
札
板
や
鎖
で
繋
が
れ
た
金
物
な
ど

に
、
ま
た
臑
当
も
籠
手
と
同
様
に
篠
・

筒
板
に
刻
ま
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
各
派
の
作
風
や
銘
振
り
を
見
る
こ
と

も
日
本
甲
冑
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
す
。

刀
剣
ほ
ど
偽
名
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
信
家
や
義
通
な
ど
有
名
甲
冑
師
の

場
合
は
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
銘
の
あ
る
品
物
は

少
な
い
の
で
、
銘
を
見
つ
け
た
際
は
注

意
し
て
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
浅
野
太
一
）

甲
冑
の
話
題

甲
冑
の
話
題
│
│
│

│
│
│
2323

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

法
令
講
習
会
を
受
講
し
て

　
毎
年
行
わ
れ
る
署
別
法
令
講
習
会
が
今
年
も
開
催
さ
れ
、参
加
し
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
公
安
委
員
会
か
ら
古
美
術
商
許
可
証
を
受
け
た
法

人
・
個
人
、
そ
し
て
交
換
会
市
場
の
市
場
主
を
対
象
に
、
各
警
察
署
が

行
う
講
習
会
で
あ
る
。
東
京
都
は
十
方
面
九
十
六
署
が
協
力
し
、
東
京

美
術
倶
楽
部
近
く
に
所
在
す
る
愛
宕
署
で
は
、
近
隣
の
信
用
金
庫
の

ホ
ー
ル
に
て
、こ
の
二
月
に
開
催
さ
れ
た
。
法
改
正
が
あ
る
時
も
あ
り
、

出
席
の
重
要
性
を
感
じ
る
。

　
ま
ず
担
当
課
長
よ
り
挨
拶
と
と
も
に
、
件
数
も
被
害
額
も
増
加
し
つ

つ
あ
る
電
話
・
メ
ー
ル
等
に
よ
る
詐
欺
事
件
の
紹
介
と
警
鐘
が
あ
っ
た
。

近
年
は
国
際
電
話
が
利
用
さ
れ
た
り
、
警
官
、
特
に
遠
方
の
警
察
署
を

名
乗
り
対
応
を
迫
る
詐
欺
が
増
え
て
お
り
、
実
例
も
紹
介
し
、
時
間
を

割
い
て
注
意
が
あ
っ
た
。

　
次
に
生
活
安
全
課
係
官
よ
り
、
相
手
先
確
認
時
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
内
容
の
み
で
番
号
は
残
さ
な
い
」「
面
前
記
入
」「
法
人
取
引
時
は
担
当

者
情
報
付
記
」な
ど
が
特
に
注
意
確
認
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
取
引
時
な
ど
非
対
面
取
引
時
は
、
免
許
証
以
外
に
も
確
認
資
料

が
必
要
で
あ
る
。近
年
の
取
引
状
況
に
即
し
た
ポ
イ
ン
ト
な
の
だ
ろ
う
。

　
登
録
面
で
は
法
人
許
可
証
の
場
合
、
代
表
者
は
も
ち
ろ
ん
役
員
の
変

更
時
に
も
届
け
出
が
必
須
と
加
え
ら
れ
た
。

　
一
般
社
団
法
人
東
京
古
物
商
防
犯
連
盟
の
紹
介
も
あ
り
、
ホ
ー
ル
満

員
の
参
加
者
が
聞
き
入
っ
た
。
こ
ち
ら
の
加
入
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
古
物
商
の
新
規
登
録
数
は
、
昨
年
約
六
千
件
、
一
昨
年
の
三
千
件
か

ら
倍
増
と
聞
く
。
正
し
い
知
識
と
真
摯
な
実
行
が
、
業
界
の
地
位
向
上

に
つ
な
が
る
と
思
う
。

（
伊
波
賢
一
）

　
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会

（
大
野
義
光
理
事
長
）
で
は
、
現
代
刀
工
が

製
作
し
た
刀
の
正
真
性
を
保
証
す
る
た
め
、

令
和
三
年
六
月
よ
り
「
新
作
日
本
刀
証
明
証
」

（
以
下
「
証
明
証
」）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
証
明
証
が
発
行
さ
れ
た
現
代
刀
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
手
続
き
に
基
づ
き
、
古
美
術
品

に
該
当
し
な
い
こ
と
が
併
せ
て
証
明
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
日
本
刀
を
含
む
古
美
術
品

を
海
外
に
輸
出
す
る
際
に
文
化
庁
が
発
行
す

る
「
古
美
術
品
輸
出
鑑
査
証
明
」
に
代
わ
り
、

こ
の
証
明
証
を
活
用
で
き
る
こ
と
が
、
文
化

庁
を
通
じ
て
税
関
な
ど
関
係
機
関
に
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
税
関
で
の
手
続
き
に
お
い
て
は
、「
税
関

提
出
用
第
二
様
式
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

古
美
術
品
輸
出
鑑
査
証
明
を
提
出
す
る
手
間

を
省
け
ま
す
。
ま
た
、
古
美
術
品
輸
出
鑑
査

証
明
の
有
効
期
限
は
一
年
間
で
す
が
、
税
関

提
出
用
第
二
様
式
に
は
特
に
有
効
期
限

が
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
輸
出
の
可

能
性
が
あ
る
場
合
、
事
前
に
用
意
し
て

お
け
ば
、
あ
ら
た
め
て
申
請
す
る
必
要

が
な
く
、即
時
、輸
出
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
七
年
四
月
以
降
に
発
行
さ
れ
る
当
協

会
の
証
明
証
で
は
、
申
請
者
の
希
望
に
応
じ

て
税
関
提
出
用
第
二
様
式
を
無
料
で
発
行
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
新
作
日
本

刀
証
明
証
に
関
し
て
は
、
税
関
提
出
用
第
二

様
式
を
別
途
申
請
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
の

で
、
該
当
す
る
証
明
証
を
当
協
会
事
務
局
ま

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
追
っ
て
税
関
提
出

用
第
二
様
式
を
発
行
し
、
証
明
証
と
と
も
に

返
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
新
作
日
本
刀

証
明
証
が
刀
工
本
人
の
確
認
を
経
て
発
行
さ

れ
た
現
代
刀
に
限
り
適
用
さ
れ
ま
す
。
明
治

以
降
に
製
作
さ
れ
た
刀
す
べ
て
が
対
象
で
は

な
い
こ
と
に
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
新
作
日
本
刀
証
明
証
お
よ
び
税
関
提
出
用

第
二
様
式
の
発
行
は
、
文
化
庁
で
は
な
く
、

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
が

行
っ
て
い
ま
す
。
発
行
手
続
き
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
文
化
庁
で
は
な
く
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
な
ど
で
の

問
い
合
わ
せ
の
際
「
証
明
書
に
関
す
る
件
」

な
ど
の
タ
イ
ト
ル
を
明
記
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
=
公
益
財
団
法
人
日
本
刀

文
化
振
興
協
会
事
務
局
　
〒
１
０
５-

０
０

４
４
東
京
都
北
区
赤
羽
南
二-

四-

七
　

鷹
匠
ハ
イ
ツ
三
〇
一
号
　
☎
〇
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五
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四

九-

四
四
四
〇
　tbk@nbsk-jp.org

新
作
日
本
刀
証
明
証
の
活
用
に
つ
い
て

初
期
の
登
録
証
の
記
載
内
容
の

不
備
と
柔
軟
か
つ
適
切
な
対
応
―埼玉

県

　
以
前
、
本
欄
で
、
静
岡
県
の
教
育
委

員
会
が
発
行
し
た
記
載
ミ
ス
の
あ
る
登

録
証
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
を
書
い
た
。

　
現
物
は
「
加
州
藤
原
住
家
吉
作
」
と

あ
り
な
が
ら
、
昭
和
四
十
一
年
の
静
岡

県
の
登
録
審
査
委
員
が
う
っ
か
り
「
加

州
住
藤
原
家
吉
作
」
と
記
し
た
登
録
証

が
交
付
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
些
細
な
ミ

ス
で
は
あ
り
、
こ
の
通
り
に
名
義
変
更

の
届
け
を
出
せ
ば
、
受
理
さ
れ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
外
国
人
が
購

入
し
て
輸
出
す
る
時
、
現
物
と
登
録
証

の
記
載
内
容
が
異
な
る
と
大
変
で
あ

る
。
古
美
術
品
輸
出
鑑
査
証
明
を
出
す

文
化
庁
の
調
査
指
導
係
が
、
違
い
を
取

り
上
げ
て
問
題
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
う
な
る
と
と
て
も
面
倒
な
の
で
、

ひ
と
ま
ず
静
岡
県
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録

担
当
者
に
電
話
で
相
談
し
た
ら
、
登
録

証
の
コ
ピ
ー
と
現
物
の
茎
の
写
真
を
精

査
し
た
上
で
、
静
岡
県
は
記
載
ミ
ス
を

認
め
、も
し
外
国
人
が
購
入
し
た
場
合
、

輸
出
監
査
証
明
が
取
れ
る
よ
う
に
、
静

岡
県
か
ら
文
化
庁
に
連
絡
す
る
と
言
っ

て
く
れ
た
。
実
に
穏
便
で
、
建
設
的
な

対
応
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
そ
の
後
、
今
度
は
埼
玉
県
で

同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た
。
若
狭
大
掾

藤
原
冬
広
の
年
紀
作
の
脇
指
で
あ
る
。

昭
和
二
十
六
年
初
年
度
登
録
で
あ
っ

た
。
静
岡
県
の
ケ
ー
ス
と
同
じ
で
、
全

く
偽
臭
は
な
い
。

　
だ
が
、
裏
年
紀
が
「
正
徳
六
年
二
月

吉
日
」
で
あ
る
の
に
、
登
録
証
に
は

｢

正
徳
六
年
二
月
」
と
し
か
書
か
れ
て

い
な
い
！
「
う
わ
、ま
た
か
」
で
あ
る
。

　
こ
の
脇
指
は
以
前
、
某
氏
に
お
買
い

上
げ
い
た
だ
き
、
そ
の
際
に
は
、
登
録

証
通
り
に
提
出
す
れ
ば
名
義
変
更
は
で

き
る
だ
ろ
う
し
、
初
年
度
の
登
録
証
は

貴
重
だ
か
ら
直
し
た
く
な
い
、
と
い
う

の
が
そ
の
ご
希
望
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

数
年
後
、
下
取
り
で
返
っ
て
き
た
。

　
そ
れ
で
再
度
、
展
示
し
、
ど
な
た
に

も
お
買
い
上
げ
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

て
い
た
の
だ
が
、
朱
漆
塗
り
の
素
敵
な

外
装
も
付
い
て
い
る
し
、
外
国
人
が
買

い
そ
う
だ
な
あ
、
そ
う
し
た
ら
ま
た
問

題
に
な
る
な
あ
、
と
思
っ
た
。
で
も
、

こ
ん
な
良
い
登
録
証
は
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
き
た
い
よ
な
あ
、
で
も
ど
う
し
よ

う
か
な
あ
⋮
⋮
。
迷
っ
た
末
に
、
埼
玉

県
に
電
話
を
し
た
。

　
電
話
で
は
、
昭
和
二
十
六
年
初
年
度

の
登
録
証
は
貴
重
な
の
で
手
を
加
え
た

く
な
い
し
、
し
か
し
、
外
国
人
が
購
入

し
た
ら
大
変
だ
し
、
困
っ
て
い
ま
す
と

率
直
に
伝
え
た
。
す
る
と
、「
登
録
証

の
コ
ピ
ー
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言

う
。「
ど
う
せ
ま
た
、現
物
確
認
か
な
あ
。

面
倒
だ
し
、
嫌
だ
な
あ
。
ど
う
し
よ
う

か
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
送
付
し
て

待
っ
て
い
た
ら
、
連
絡
が
来
た
。

｢

偽
臭
は
な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

輸
出
の
際
に
は
確
か
に
問
題
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
登
録
証
の
こ
と

は
私
ど
も
で
覚
え
を
書
い
て
お
き
ま
し

て
、
輸
出
の
際
に
文
化
庁
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
記
載
ミ
ス

は
あ
る
も
の
の
、
輸
出
す
る
刀
剣
の
登

録
証
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
」
と
い

う
よ
う
な
回
答
だ
っ
た
。

「
本
年
度
に
限
り
ま
す
よ
」
と
い
う
条

件
付
き
で
は
あ
っ
た
が
、
と
て
も
柔
軟

で
現
実
的
な
対
応
だ
と
思
っ
た
。

　
そ
の
後
、
程
な
く
し
て
、
突
然
来
店

し
た
ア
メ
リ
カ
人
が
、
そ
の
冬
広
を
と

て
も
気
に
入
っ
て
お
買
い
上
げ
に
な
ら

れ
た
。
予
期
し
て
い
た
出
来
事
が
起

こ
っ
た
わ
け
だ
。そ
し
て
埼
玉
県
が「
そ

ん
な
約
束
は
知
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
し
な
が
ら
、
輸
出

事
例
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鑑
査
証
明
の
申
請
を
し
て
待
つ
こ
と
十

日
、
証
明
が
送
付
さ
れ
て
き
て
、
若
狭

大
掾
冬
広
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
、
日
本
か
ら
旅
立
っ
て
行
っ
た
。

　
静
岡
県
と
い
い
、
埼
玉
県
と
い
い
、

と
て
も
良
い
対
応
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

と
深
く
感
謝
し
て
い
る
。
彼
ら
の
立
場

に
立
て
ば
、
何
ら
問
題
は
な
く
、
む
し

ろ
初
期
の
登
録
審
査
業
務
の
ミ
ス
（
彼

ら
の
先
輩
の
ミ
ス
）
で
、
全
く
落
ち
度

の
な
い
人
が
迷
惑
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
手
間
と
時
間
を
か
け
て
現
物
確
認

を
し
て
訂
正
再
交
付
し
（
０
円
で
）、

す
ぐ
に
輸
出
し
て
登
録
証
の
返
還

⋮
⋮
。全
く
不
毛
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
今
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
で

や
り
と
り
で
き
る
便
利
な
時
代
な
の
で

あ
る
。
そ
う
な
る
と
、あ
と
は
現
場
だ
。

担
当
者
の
経
験
（
こ
う
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
る
の
だ
と
い
う
認
識
）、
思
い
や
り

(

わ
ざ
わ
ざ
連
絡
し
て
き
た
善
意
の
人

が
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
や
ら
な
く
て

も
い
い
よ
う
な
現
物
確
認
を
す
る
の
は

難
儀
だ
よ
な
あ
と
い
う
理
解
）、
そ
し

て
度
量
（
話
を
し
て
い
る
相
手
の
人
間

性
を
信
頼
し
、
便
宜
を
図
ろ
う
と
い
う

懐
の
広
さ
）
こ
そ
が
、
円
滑
か
つ
生
産

的
な
登
録
事
務
に
は
必
要
だ
と
痛
感
す

る
の
で
あ
る
。

「
後
々
責
任
を
追
及
さ
れ
る
の
も
嫌
だ

し
、
面
倒
だ
か
ら
型
通
り
の
現
物
確
認

審
査
を
受
け
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
無

責
任
で
お
ざ
な
り
な
登
録
業
務
で
は
な

く
、（
実
は
既
に
多
く
の
都
道
府
県
で

な
さ
れ
て
い
る
と
は
思
う
の
だ
が
）
前

任
者
か
ら
の
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
ま
で
の

事
例
の
蓄
積
、
さ
ら
に
は
他
県
の
担
当

者
と
の
意
見
交
換
を
適
宜
行
い
、
今
回

の
埼
玉
県
や
前
回
の
静
岡
県
の
よ
う
な

親
切
な
業
務
が
、
当
た
り
前
に
な
る
日

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

（
登
録
証
問
題
研
究
会
）

�

税関提出用第二様式
サンプル
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　太平洋戦争での敗戦後、武装解除の一環でＧＨＱに接収された日本刀の一
部は文化財として返却され、全国の公立博物館等に無償譲渡されました。
　このテーマ展では、備前長船刀剣博物館で収蔵している日本刀の中で、美
術的価値のある刀剣類の登録制度の契機となった赤羽刀を紹介します。
会期：4月26日㈯～7月13日㈰

■備前長船刀剣博物館
　〒701-4271 岡山県瀬戸内市長船町長船966　☎0869-66-7767
　https://www.city.setouchi.lg.jp/site/token/

テーマ展「つながる─赤羽刀にみる刀剣の軌跡─」

会期：4月11日㈮～8月31日㈰

■柏原美術館
　〒741-0081 山口県岩国市横山2-10-27　☎0827-41-0506
　https://kashiwabara-museum.jp/

特別展 相州伝

　当神宮は日本最古の神社の一つで、武門の棟梁たる
物部氏の総氏神として古代信仰の中でも特に異彩を放
ち、健康長寿・病気平癒・除災招福・百事成就の守護
神として長年信仰されてきました。
  大和国を造られた神武天皇を窮地から救った神剣韴霊
フツノミタマ、素戔嗚尊が八岐大蛇を退治した天十握
剣アメノトツカノツルギの二振、また日本武尊に降り
かかった災いを薙ぎ払った草薙剣クサナギノツルギと
いう神話に名高い剣の神をお祀りするとともに、唯一
無二の意匠で有名な国宝七支刀を所蔵しています。日
本三霊剣の二振を所蔵することから、古代より刀剣と
の縁はどこの神社よりも深いと言っても過言ではありません。
　今回展示する当神宮所蔵の七支刀を鋳造復元した「復元 七支刀」（河内國
平作）や、長きにわたり歴史を刻んできた奈良県指定文化財「太刀 銘 義憲作」
号 小狐丸）は大変貴重な刀となります。また、2021年に人気オンラインゲー
ム「刀剣乱舞 ONLINE」による剣奉納プロジェクト『はじまりのうた はじ
まりの剣』で、刀匠 宮入法廣氏により作刀された三振の剣のうち、当神宮
に奉納された「奉献の剣 銘・人 天長地久」と、㈱ニトロプラス社が所蔵す
る「陽の剣 銘 天」、「陰の剣 銘 地」も展示いたします。奉納以来、三振揃っ
ての展示は初めてとなります。
　この御祭神と歴史、信仰、刀剣との関係性を神剣フツノミタマ顕現150周
年の好機にあらためて発信することで、より多くの方々にご参拝いただき、
日本の刀剣文化の奥深さに触れる機会を創り、併せて刀剣に興味関心が高い
方々の参拝も叶えられればと思っております。
会期：5月14日㈬～5月20日㈫

■石上神宮
　〒632-0014 奈良県天理市布留町384　☎0743-62-0900
　https://www.isonokami.jp/

神剣フツノミタマ顕現150周年記念 特別展「石上神宮と御剣」
　歌舞伎に登場するさまざまな刀剣を浮世絵で紹介し
ます。
　弁慶が背負う七つ道具や、人間が持てるサイズとは
思えない大太刀や鉞は歌舞伎ならでは。また、歌舞伎
の定番である御家騒動をテーマにした作品では、代々
伝わる御宝が行方不明になり、責任を取って主君は切
腹、御家は断絶、遺された若君や家臣が身分を隠して
御宝を探し求める……といったストーリーがたくさん
あります。その御宝の代表といえば宝刀、これが波瀾
万丈の根元となるのです。
　由緒正しき名刀から不思議な力で暴れまわる妖刀、
はたまた名もなき刃まで、お芝居になくてはならない
刀剣の物語を読み解いてみましょう。
会期：7月12日㈯～9月7日㈰

■逸翁美術館
　〒563-0058 大阪府池田市栄本町12-27　☎072-751-3865
　https://www.hankyu-bunka.or.jp/itsuo-museum/

二次元刀剣物語～浮世絵をのぞいてみたら～

　武家にとって至上の宝であった名刀。武器として優れているだけでなく、
戦乱の世に複数の天下人が所有した、あるいは喜ばしい人生の節目の贈り物
になったなど、時代を経るごとに数々の輝かしい来歴が加わることにより、
名刀の価値は一層高められていきました。こうして何百年もの間、多くの名
刀が人の手から手へと受け継がれ、その格式にふさわしく仕立てられた華麗
な刀装とともに現代まで守り伝えられています。
　本展覧会では徳川美術館所蔵の刀剣・刀装を軸として、作品にまつわるさ
まざまな物語に注目しながら、名高い武将や大名ゆかりの名刀、また華々し
い刀装を展示します。開館90周年を記念するに相応しく、国宝・重要文化財
や名物を取り揃えた大規模な展覧会です。時代を超えてなお魅力の尽きない
刀剣・刀装の奥深い世界を、歴史的背景と、作品そのものの美しさの両側面
から紹介します。
会期：6月14日㈯～9月7日㈰

■徳川美術館
　〒461-0023 愛知県名古屋市東区徳川町1017　☎052-935-6262
　https://www.tokugawa-art-museum.jp/

徳川美術館・蓬左文庫 開館90周年記念夏季特別展
「時をかける名刀」

徳川美術館・足利市合同企画「伯仲燦然」
本作長義×山姥切国広同時公開

　「本作長義」と「山姥切国広」は、本歌（本作長義）
と写し（山姥切国広）双方が今日まで現存しつつ、と
もに伯仲の出来として重要文化財に指定されている唯
一の例ですが、並べて公開される機会はこれまでほと
んどありませんでした。今回、足利市と合同で実施す
る企画「伯仲燦然」は、２振それぞれのすばらしさを
比較して実感できる、名古屋では史上初の機会です。
会期：6月14日㈯～7月27㈰

刀文協コンクールの受賞作決まる
公益財団法人日本刀文化振興協会（大野義光理事長）主催の第 15 回「新作日本刀 研磨 外装 刀職技術展覧会」の審査会

が開催され、受賞作が次掲のように決定した。
　展示は６月７日（土）～８月 31 日（日）、長野県の坂城町 鉄の展示館で行われる。その初日には授賞式・懇親会が開催される。
　なお、今秋には、令和４年に開催された「明治神宮宝物殿での展覧会」が 15 回展の後期展として３年ぶりに予定されている。

第15回 新作日本刀 研磨 外装 刀職技術展覧会　入賞・入選一覧
作刀 刀身彫刻 研磨 刀装具 白銀 白鞘 柄巻き 鞘塗り 拵

文部科学大臣賞 上山　陽三
経済産業大臣賞 上山　陽三
観光庁長官賞 阿部聡一郎

日本刀文化振興
協会会長賞 宮入　　陽 水田　吉政 川上　　登

特別賞 長野県知事賞
月山　一郎

信濃毎日新聞社賞
三浦　弘貴

坂城町長賞
遠山　和康

坂城町教育委員会教育長賞
平山　直弥

金賞第１席 明珍　裕介 國上　　涼 松川　泰典 古川　和幸
金賞第２席 木下　宗憲 松井　紀明 田澤　敦嗣 平山　直弥
金賞第３席 井上　裕隆
銀賞第１席 冨岡慶一郎 藤川　二朗 渋谷　充輝 平田　　実 大平　善之 貞　　千春 小山　光秀 佐藤ひなの
銀賞第２席 吉田　政也 阪井　淳政
銀賞第３席 宮田　剛志※１ クリストフ　コップ
銅賞第１席 森　　光秀 相良　雄一 山口　正興 平井　重治
銅賞第２席 森　　充吾

入選
（五十音順）

新名　公明 秋田　勇喜 岩城　聡正 岡村明日香 佐藤ひなの 氣賀澤祐子
金子　浩晃 ジェフ　ブローデリック 黒田　　勉

竹田　祐希
細川　海暉

※文部科学大臣賞……作刀・刀身彫刻、研磨、刀装（外装）の3部門ごとに審査し、各部門の首席の中から最も優れた作品に対し授与　※１：新人賞

第 9 回 “Sword Oshigata Art” 部門授賞一覧
優秀賞第１席 三浦　弘貴 優秀賞第２席 下村　容子 優秀賞第３席 髙橋　稔直 優秀賞第４席 吉野　弘美 佳作 フランチェスコ　マリネッリ

■
（
一
社
）
日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

☆
甲
冑
武
具
審
査
会

　
次
回
の
甲
冑
武
具
審
査
会
は
五
月
十
一
日
（
日
）
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
お
申
し
込
み
期
間
は
四
月
下
旬
頃
、
東

京
都
内
に
て
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
当
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
ま
す
。
ま
た
二
五
年
四
月
~
二
六
年
三
月
ま

で
の
年
間
を
通
し
た
開
催
日
に
つ
い
て
も
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
ま
す
。

☆
東
京
月
例
研
究
会

　
四
月
二
十
日
（
日
）「
編
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
甲
冑
調
査
に
関
す
る
報
告
」

☆
東
京
月
例
研
究
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売

　
過
去
に
開
催
し
た
東
京
月
例
研
究
会
の
様
子
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
会
員
限
定
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

https://japanese-arm
or.or.jp/jpn/archives/7232

☆
﹃
甲
冑
武
具
重
要
文
化
資
料
図
録
﹄

　
当
会
の
甲
冑
武
具
審
査
会
で
最
上
級
の
等
級
「
重
要
文
化
資
料
」
に
認
定
さ
れ
た
品
物
の
画
像
と
解
説
を
収
録
し
た

図
録
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
最
新
の
六
輯
と
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
一
~
五
輯
各
冊
。
詳
細
は
、

https://japanese-arm
or.or.jp/jpn/archives/10153
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学
校
法
人
角
川
ド
ワ
ン
ゴ
学
園
Ｎ
高

等
学
校
・
Ｓ
高
等
学
校
、
Ｎ
中
等
部
は
、

二
月
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
四
日

間
、岐
阜
県
関
市
に
て
、職
業
体
験
「
刀

鍛
冶
職
人
体
験
二
〇
二
五
㏌ 岐
阜
県
関

市
~
職
人
直
伝
！
自
分
だ
け
の
刀
剣
作

り
~
」
を
実
施
し
た
。
当
学
園
で
実
施

し
て
い
る
刀
鍛
冶
の
職
業
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
一
六
年
度
の
開
始
以
来
、
今

回
で
七
回
目
。

　
関
市
は
七
百
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る

刀
都
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
刀
鍛

冶
の
技
術
は
高
度
な
技
能
と
長
い
年
月

を
か
け
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
日
本

が
誇
る
貴
重
な
文
化
遺
産
の
一
つ
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
現
役
の
刀
鍛

冶
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
生
徒
た
ち

が
小
刀
の
製
作
を
体
験
し
た
。炭
切
り
、

玉
へ
し
、
積
み
沸
か
し
な
ど
、
伝
統
的

な
工
程
を
一
か
ら
体
験
し
、
日
本
刀
の

歴
史
や
製
作
工
程
、
そ
し
て
鍛
錬
の
奥

深
さ
を
学
ん
だ
。

　
三
泊
四
日
の
宿
泊
型
体
験
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
日
本
の
伝
統
工
芸

の
技
術
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を

守
り
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
を
目
指
し
た
と
い
う
。

中
高
生
が
関
市
で
刀
の
歴
史
と
技
術
を
学
ぶ

向こう鎚を体験し、小刀作りに挑む

　「﹃
吾
妻
鏡
﹄
の
時
代
」
な
る
本
を

編
集
委
員
会
か
ら
預
か
っ
て
読
ん
で

み
ま
し
た
が
、
い
や
、
と
っ
て
も
難

し
い
ん
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

　
鎌
倉
幕
府
の
「
十
三
人
」
の
一
人

だ
っ
た
八
田
知
家
の
こ
と
や
、
鎌
倉

甘
縄
が
ど
の
地
域
な
の
か
、
名
前
だ

け
は
知
っ
て
る
け
ど
、「
奥
州
合
戦
と

﹃
吾
妻
鏡
﹄」
も
畠
山
重
忠
の
話
が
出

て
き
て
、
虚
実
な
い
交
ぜ
、
御
家
人

と
い
う
も
の
が
最
も
輝
い
て
い
た
時

代
の
投
影
だ
っ
た
り
、
ど
れ
を
読
ん

で
も
難
解
で
す
が
、
何
と
な
く
わ
か
っ

た
気
に
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
「﹃
吾
妻

鏡
﹄
を
求
め
た
戦
国
武
将
た
ち
」
で
す
。

　﹃
吾
妻
鏡
﹄
は
、
慶
長
十
年
（
一
六

〇
五
）
に
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
「
伏

見
版
」
と
い
う
書
籍
と
し
て
刊
行
さ

れ
、
そ
の
後
、
大
御
所
に
な
っ
て
か
ら
の

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
「
駿
河
版
」

を
刊
行
。

　
家
康
は
治
世
の
合
間
に
﹃
吾
妻
鏡
﹄
を

好
ん
で
読
み
、
そ
こ
か
ら
善
・
不
善
を
見

て
自
ら
を
省
み
、善
政
を
行
お
う
と
し
た
。

初
の
武
家
政
権
で
あ
る
鎌
倉
幕
府
の
歴
史

書
﹃
吾
妻
鏡
﹄
を
、
政
治
を
行
う
上
の
手

本
に
し
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
の
後
、
こ
の
伏
見
版
の
原
書
が
北
条

本
で
あ
る
と
か
な
い
と
か
、
吉
川
本
・
島

津
本
・
毛
利
本
も
あ
る
と
か
な
い
と
か
い

ろ
い
ろ
書
か
れ
、
最
終
的
に
は
江
戸
時
代

に
な
っ
て
初
め
て
﹃
吾
妻
鏡
﹄
に
武
将
た

ち
は
、
武
家
の
手
本
・
模
範
に
し
よ
う
と

し
て
い
た
。
つ
ま
り
、﹃
吾
妻
鏡
﹄
と
い

う
こ
の
有
名
な
古
書
は
、
江
戸
時
代
初
期

に
徳
川
家
康
が
刊
行
し
、
そ
れ
が
武
士
の

世
界
に
広
ま
り
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
歌

舞
伎
の
題
材
に
も
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
庶
民
層
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
小
生
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と

は
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
鎌
倉
時
代

の
刀
を
扱
っ
た
こ
と
も
あ
る
し
、
大
河
ド

ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
十
三
人
」
も
拝
見
し
て

い
ま
し
た
が
、﹃
吾
妻
鏡
﹄
に
関
し
て
は

何
も
知
ら
ず
、
幼
稚
な
も
ん
で
す
な
。

　
さ
て
、
今
回
は
銀
座
長
州
屋
さ
ん
で
お

仕
事
を
な
さ
っ
て
い
る
小
島
つ
と
む
さ
ん

の
「
武も

の

士の
ふ

た
ち
の
残
像
」
で
す
。
日
ご
ろ

一
緒
に
市
場
で
働
い
て
い
る
小
島
さ
ん
と

は
別
の
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
重
要
美

術
品
の
正
恒
の
太
刀
の
解
説
で
す
。

　「
こ
の
太
刀
は
反
り
が
高
く
、
鋒
は
小

さ
い
。
古
拙
で
、
し
か
も
凜
然
と
し
て
美

し
い
姿
で
あ
る
。
地
鉄
は
木
材
の
断
面
の

よ
う
な
模
様
と
木
の
切
り
口
の
よ
う
な
模

様
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
風
で
、
黒
く
透
き

通
っ
た
肌
を
交
え
て
陰
影
が
あ
る
。

　
刃
文
は
ま
っ
す
ぐ
な
刃
を
基
調
に
ゆ
っ

た
り
と
波
打
つ
よ
う
な
刃
、
小
模
様
に
変

化
す
る
刃
を
交
え
、
鷹
揚
で
自
然
味
が
あ

る
。
そ
し
て
焼
き
入
れ
の
際
に
生
じ
た
鋼

の
結
晶
が
光
を
反
射
し
て
美
し
く
輝
き
、

焼
刃
は
青
み
を
帯
び
て
さ
え
、
切
れ
味
の

良
さ
も
十
分
に
想
像
さ
れ
る
。
神
妙
な
鑽

使
い
で
刻
さ
れ
た
正
恒
の
二
字
銘
に
は
雅

味
が
あ
り
、
正
恒
の
繊
細
に
し
て
大
胆
な

人
間
性
の
一
端
を
も
窺
わ
せ
て
い
る
。」

　
刀
剣
の
解
説
と
し
て
一
流
で
す
。
小
生

に
は
と
て
も
書
け
ま
せ
ん
。
大
し
た
も
ん

で
す
。

　「
奥
州
合
戦
と
﹃
吾
妻
鏡
﹄」
に
も
出
て

く
る
畠
山
重
忠
は
、﹃
吾
妻
鏡
﹄
の
中
で

は
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
描
か
ね
ば
な
ら
な
い

バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

こ
と
を
踏
ま
え
て
も
、
小
島
さ
ん
の
書
か

れ
る
重
忠
像
は
素
晴
ら
し
い
。

　
①
弁
解
し
な
い
男
、
②
心
言
一
致
の
自

負
、
③
先
を
越
さ
れ
て
も
怒
ら
ず
、
④
恩

賞
が
少
な
く
て
も
気
に
せ
ず
、
⑤
勇
者
は

勇
者
を
知
る
、
⑥
廉
直
の
武
者
の
最
期
、

⑦
重
忠
の
時
代
の
太
刀
ま
で
、
畠
山
重
忠

賛
歌
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
最
後
の
朝
比
奈
三
郎
義
秀
の

話
も
、
勇
敢
な
武
者
の
活
躍
譚
で
す
。
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
た
話
が
、
江
戸
時
代
後
期
に

は
刀
装
具
の
画
題
と
な
り
、
歌
舞
伎
の
題

材
と
な
る
。
全
国
に
く
ま
な
く
広
が
っ
て

い
く
様
子
が
わ
か
る
。こ
の
こ
ろ
か
ら﹃
吾

妻
鏡
﹄
が
知
ら
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　
小
島
さ
ん
は
﹃
吾
妻
鏡
﹄
の
編
者
が
登

場
人
物
を
あ
っ
さ
り
と
書
か
ず
、
武
士
た

ち
の
人
間
ら
し
い
姿
や
面
白
い
逸
話
の

数
々
に
こ
そ
﹃
吾
妻
鏡
﹄
の
大
き
な
魅
力

な
の
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　「
そ
し
て
か
つ
て
武
士
と
共
に
あ
っ
た

太
刀
は
実
に
美
し
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
重
要
美
術
品
の
正
恒
の
素

晴
ら
し
い
解
説
が
書
け
た
の
で
し
ょ
う
。

（
持
田
具
宏
）

ブック・レビュー　BOOK REVIEW

鎌
倉
武
士
の
ロ
マ
ン
は
後
世
に
通
ず

『
吾
妻
鏡
』の
時
代

関
幸
彦
＝
編
／
伊
藤
一
美
・
岡
田
清
一
・
川
島
優
美
子
・
菊
池
紳
一
・
久
保
田
和
彦
・

小
島
つ
と
む
・
小
林
健
彦
・
酒
入
陽
子
・
下
山
忍
・
高
橋
秀
樹
＝
著

価
格
二
二
〇
〇
円（
税
込
）

　吉
川
弘
文
館

「現代刀職展」作刀の部、
受賞作決まる

　公益財団法人日本美術刀剣保存協会（酒井忠久会長）
では去る４月 10 日、2025 年度「現代刀職展」作刀の部
審査会を開催し、受賞作等を決定した。
　同展研磨・刀身彫・彫金・白鞘・刀装・柄前白銀の
部は６月２～４日に出品を受け付け、その後、審査が
行われる。
　両部門を併せた「現代刀剣展」は８月２日（土）～
10 月 13 日（月 ･ 祝）、東京・両国の刀剣博物館におい
て開催される。

2025 年度現代刀職展　作刀の部
無鑑査出品および審査結果一覧

部門 氏名 賞

作
刀
の
部

月山　　清 無鑑査出品
上林　勇二 無鑑査出品
河内　道雄 無鑑査出品
吉川　三男 無鑑査出品
宮入　法廣 無鑑査出品
松田　周二 無鑑査出品
久保　善博 無鑑査出品
髙見　一良 無鑑査出品

太
刀
・
刀
・
脇
指
・
薙
刀
・
槍
の
部

木村　光宏 高松宮記念賞
森國　利文 薫山賞
小宮　治氣 寒山賞
金田　達吉 日本美術刀剣保存協会会長賞一席
髙橋　祐哉 日本美術刀剣保存協会会長賞二席
冨岡慶一郎 優秀賞一席
月山　一郎 優秀賞二席

ジョハン・ロイトヴィラー 努力賞一席・新人賞
曽根　　寛 努力賞二席
赤松　伸咲 努力賞三席
森　　光秀 努力賞四席
小宮早陽光 努力賞五席
𠮷𠮷田　𠮷𠮷 入選一席
安藤　祐介 入選二席
北川　哲士 入選三席
加藤　𠮷𠮷 入選四席
平　　泰明 入選五席
宮城　朋幸 入選六席
川島　一城 入選七席
小宮安氣光 入選八席
田中　　諭 入選九席
藤村　惠當 入選十席
菊地　伸拓 入選（以下五十音順）
栗谷　文治 入選
小池　邦宏 入選
新名　公明 入選
松田　周平 入選
宮下　　輝 入選

短
刀
・
剣
の
部

木村　光宏 薫山賞
髙橋　祐哉 寒山賞
加藤　𠮷𠮷 日本美術刀剣保存協会会長賞
金田　達吉 優秀賞
渡辺　　徹 努力賞一席
松川　　隆 努力賞二席
安藤　祐介 努力賞三席
小宮　治氣 入選一席
森　　光秀 入選二席
𠮷𠮷田　𠮷𠮷 入選三席
伊藤　重光 入選四席
藤村　惠當 入選五席
小池　邦宏 入選六席

インフォメーション

　
一
般
社
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
大
阪
支
部
は
、
戦
後
間
も
な
く
刀

剣
愛
好
家
の
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

　
八
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
そ

の
記
念
事
業
と
し
て
大
阪･

関
西
万
博

EXPO2025

に
お
い
て
「
日
本
刀
展
」

（THE
SAM
URAISW

ORD

）
を

企
画
し
、
四
月
二
十
一
~
二
十
五
日
に

開
催
、
会
場
と
な
っ
た
ギ
ャ
ラ

リ
ーEAST

に
は
連
日
、
国

内
外
の
観
客
が
詰
め
か
け
、
盛

況
と
な
っ
た
。

　
日
本
刀
展
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
作
品

か
ら
現
代
刀
ま
で
、
支
部
会
員
所
蔵
の

愛
刀
な
ど
約
三
十
振
が
展
示
さ
れ
、
ほ

か
に
刀
匠
に
よ
る
銘
切
り
の
実
演
、
㈱

ニ
ト
ロ
プ
ラ
ス
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
刀
剣
文
化
を
世
界
に
発
信
す
る
と
と

も
に
、
来
場
者
が
多
彩
な
日
本
刀
の
美

し
さ
、
伝
統
的
な
刀
剣
文
化
と
出
合
う

絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。

刀
剣
協
会
大
阪
支
部
が
大
阪
万
博
で
日
本
刀
展
を
開
催

■
幕
末
史
研
究
会
例
会

講
演
:
幕
末
の
大
砲
と
は
―
高
島
秋
帆
使
用
の
大
砲
と
復
元
砲
を
製
作
し
た
経
験
談
な
ど

内
容
:
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）、
英
国
の
フ
ェ
ー
ト
ン
号
が
長
崎
港
に
侵
入
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人

二
人
を
人
質
に
し
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
引
き
渡
し
を
要
求
し
た
「
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
」。
当

時
の
和
流
大
筒
の
原
寸
大
の
図
面
と
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
高
島
秋
帆
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら

輸
入
し
た
モ
ル
チ
ー
ル
砲
を
図
と
写
真
で
比
較
。
秋
帆
が
幕
命
に
よ
っ
て
、
天
保
十
二
年
に
徳

丸
原
（
板
橋
区
）
で
西
洋
砲
術
の
調
練
を
行
っ
た
際
に
使
用
し
た
各
種
の
大
砲
に
つ
い
て
。
天

保
十
五
年
銘
の
川
口
宿
鋳
物
師
の
大
砲
（
現
存
）
を
例
と
し
て
、
当
時
の
鋳
造
技
術
。
嘉
永
六

年
（
一
八
五
三
）
ペ
リ
ー
が
寄
贈
し
た
ボ
ー
ト
砲
を
復
元
製
作
し
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
江

川
太
郎
左
衛
門
ら
が
認
識
し
た
蘭
式
カ
ノ
ン
砲
・
ホ
イ
ッ
ス
ル
砲
・
カ
ル
ロ
ン
砲
、
臼
砲
な
ど
。

土
佐
藩
が
浜
川
砲
台
（
品
川
区
）
に
据
え
た
ホ
イ
ッ
ス
ル
砲
の
復
元
砲
製
作
の
経
験
談
な
ど
。

講
師
:
峯
田
元
治
（
日
本
銃
砲
史
学
会
理
事
）

開
催
日
:
五
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
二
~
四
時

会
場
:
新
宿
歴
史
博
物
館
=
新
宿
区
四
谷
三
栄
町
一
二-

一
六

会
費
:
一
五
〇
〇
円

詳
細
と
申
し
込
み
はhttps://bakum

atsushi.blog.fc2.com
/

■
日
本
銃
砲
史
学
会
例
会

研
究
発
表
演
題
:

　
江
戸
の
銃
砲
―
火
縄
銃
研
究
の
現
状

　
峯
田
元
治

　
堺
鉄
砲
鍛
冶
芝
辻
長
左
衛
門
邦
孝
の
銃
に
つ
い
て

　
安
井
淳
治
・
小
西
雅
徳

　
戊
辰
・
市
川
・
船
橋
戦
争
を
歩
く

　
千
代
義
起

開
催
日
:
六
月
十
四
日
（
土
）
午
後
一
~
四
時
半

会
場
:
早
稲
田
大
学
各
務
記
念
材
料
技
術
研
究
所
講
演
室
=
新
宿
区
西
早
稲
田
二-

八-

二
六

会
費
:
五
〇
〇
円

詳
細
と
申
し
込
み
はhttps://nihonjyuuhoushigakkai.com

/

今
後
の
行
事
予
定
:

　
九
月
十
三
日
（
土
）　
九
月
例
会

　
十
二
月
地
方
例
会
（
愛
知
県
新
城
市
）
参
加
希
望
者
募
集
の
上
、
参
加
者
人
数
決
定

　
令
和
八
年
三
月
十
六
日
（
土
）　
三
月
例
会
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　太平洋戦争での敗戦後、武装解除の一環でＧＨＱに接収された日本刀の一
部は文化財として返却され、全国の公立博物館等に無償譲渡されました。
　このテーマ展では、備前長船刀剣博物館で収蔵している日本刀の中で、美
術的価値のある刀剣類の登録制度の契機となった赤羽刀を紹介します。
会期：4月26日㈯～7月13日㈰

■備前長船刀剣博物館
　〒701-4271 岡山県瀬戸内市長船町長船966　☎0869-66-7767
　https://www.city.setouchi.lg.jp/site/token/

テーマ展「つながる─赤羽刀にみる刀剣の軌跡─」

会期：4月11日㈮～8月31日㈰

■柏原美術館
　〒741-0081 山口県岩国市横山2-10-27　☎0827-41-0506
　https://kashiwabara-museum.jp/

特別展 相州伝

　当神宮は日本最古の神社の一つで、武門の棟梁たる
物部氏の総氏神として古代信仰の中でも特に異彩を放
ち、健康長寿・病気平癒・除災招福・百事成就の守護
神として長年信仰されてきました。
  大和国を造られた神武天皇を窮地から救った神剣韴霊
フツノミタマ、素戔嗚尊が八岐大蛇を退治した天十握
剣アメノトツカノツルギの二振、また日本武尊に降り
かかった災いを薙ぎ払った草薙剣クサナギノツルギと
いう神話に名高い剣の神をお祀りするとともに、唯一
無二の意匠で有名な国宝七支刀を所蔵しています。日
本三霊剣の二振を所蔵することから、古代より刀剣と
の縁はどこの神社よりも深いと言っても過言ではありません。
　今回展示する当神宮所蔵の七支刀を鋳造復元した「復元 七支刀」（河内國
平作）や、長きにわたり歴史を刻んできた奈良県指定文化財「太刀 銘 義憲作」
号 小狐丸）は大変貴重な刀となります。また、2021年に人気オンラインゲー
ム「刀剣乱舞 ONLINE」による剣奉納プロジェクト『はじまりのうた はじ
まりの剣』で、刀匠 宮入法廣氏により作刀された三振の剣のうち、当神宮
に奉納された「奉献の剣 銘・人 天長地久」と、㈱ニトロプラス社が所蔵す
る「陽の剣 銘 天」、「陰の剣 銘 地」も展示いたします。奉納以来、三振揃っ
ての展示は初めてとなります。
　この御祭神と歴史、信仰、刀剣との関係性を神剣フツノミタマ顕現150周
年の好機にあらためて発信することで、より多くの方々にご参拝いただき、
日本の刀剣文化の奥深さに触れる機会を創り、併せて刀剣に興味関心が高い
方々の参拝も叶えられればと思っております。
会期：5月14日㈬～5月20日㈫

■石上神宮
　〒632-0014 奈良県天理市布留町384　☎0743-62-0900
　https://www.isonokami.jp/

神剣フツノミタマ顕現150周年記念 特別展「石上神宮と御剣」
　歌舞伎に登場するさまざまな刀剣を浮世絵で紹介し
ます。
　弁慶が背負う七つ道具や、人間が持てるサイズとは
思えない大太刀や鉞は歌舞伎ならでは。また、歌舞伎
の定番である御家騒動をテーマにした作品では、代々
伝わる御宝が行方不明になり、責任を取って主君は切
腹、御家は断絶、遺された若君や家臣が身分を隠して
御宝を探し求める……といったストーリーがたくさん
あります。その御宝の代表といえば宝刀、これが波瀾
万丈の根元となるのです。
　由緒正しき名刀から不思議な力で暴れまわる妖刀、
はたまた名もなき刃まで、お芝居になくてはならない
刀剣の物語を読み解いてみましょう。
会期：7月12日㈯～9月7日㈰

■逸翁美術館
　〒563-0058 大阪府池田市栄本町12-27　☎072-751-3865
　https://www.hankyu-bunka.or.jp/itsuo-museum/

二次元刀剣物語～浮世絵をのぞいてみたら～

　武家にとって至上の宝であった名刀。武器として優れているだけでなく、
戦乱の世に複数の天下人が所有した、あるいは喜ばしい人生の節目の贈り物
になったなど、時代を経るごとに数々の輝かしい来歴が加わることにより、
名刀の価値は一層高められていきました。こうして何百年もの間、多くの名
刀が人の手から手へと受け継がれ、その格式にふさわしく仕立てられた華麗
な刀装とともに現代まで守り伝えられています。
　本展覧会では徳川美術館所蔵の刀剣・刀装を軸として、作品にまつわるさ
まざまな物語に注目しながら、名高い武将や大名ゆかりの名刀、また華々し
い刀装を展示します。開館90周年を記念するに相応しく、国宝・重要文化財
や名物を取り揃えた大規模な展覧会です。時代を超えてなお魅力の尽きない
刀剣・刀装の奥深い世界を、歴史的背景と、作品そのものの美しさの両側面
から紹介します。
会期：6月14日㈯～9月7日㈰

■徳川美術館
　〒461-0023 愛知県名古屋市東区徳川町1017　☎052-935-6262
　https://www.tokugawa-art-museum.jp/

徳川美術館・蓬左文庫 開館90周年記念夏季特別展
「時をかける名刀」

徳川美術館・足利市合同企画「伯仲燦然」
本作長義×山姥切国広同時公開

　「本作長義」と「山姥切国広」は、本歌（本作長義）
と写し（山姥切国広）双方が今日まで現存しつつ、と
もに伯仲の出来として重要文化財に指定されている唯
一の例ですが、並べて公開される機会はこれまでほと
んどありませんでした。今回、足利市と合同で実施す
る企画「伯仲燦然」は、２振それぞれのすばらしさを
比較して実感できる、名古屋では史上初の機会です。
会期：6月14日㈯～7月27㈰

刀文協コンクールの受賞作決まる
公益財団法人日本刀文化振興協会（大野義光理事長）主催の第 15 回「新作日本刀 研磨 外装 刀職技術展覧会」の審査会

が開催され、受賞作が次掲のように決定した。
　展示は６月７日（土）～８月 31 日（日）、長野県の坂城町 鉄の展示館で行われる。その初日には授賞式・懇親会が開催される。
　なお、今秋には、令和４年に開催された「明治神宮宝物殿での展覧会」が 15 回展の後期展として３年ぶりに予定されている。

第15回 新作日本刀 研磨 外装 刀職技術展覧会　入賞・入選一覧
作刀 刀身彫刻 研磨 刀装具 白銀 白鞘 柄巻き 鞘塗り 拵

文部科学大臣賞 上山　陽三
経済産業大臣賞 上山　陽三
観光庁長官賞 阿部聡一郎

日本刀文化振興
協会会長賞 宮入　　陽 水田　吉政 川上　　登

特別賞 長野県知事賞
月山　一郎

信濃毎日新聞社賞
三浦　弘貴

坂城町長賞
遠山　和康

坂城町教育委員会教育長賞
平山　直弥

金賞第１席 明珍　裕介 國上　　涼 松川　泰典 古川　和幸
金賞第２席 木下　宗憲 松井　紀明 田澤　敦嗣 平山　直弥
金賞第３席 井上　裕隆
銀賞第１席 冨岡慶一郎 藤川　二朗 渋谷　充輝 平田　　実 大平　善之 貞　　千春 小山　光秀 佐藤ひなの
銀賞第２席 吉田　政也 阪井　淳政
銀賞第３席 宮田　剛志※１ クリストフ　コップ
銅賞第１席 森　　光秀 相良　雄一 山口　正興 平井　重治
銅賞第２席 森　　充吾

入選
（五十音順）

新名　公明 秋田　勇喜 岩城　聡正 岡村明日香 佐藤ひなの 氣賀澤祐子
金子　浩晃 ジェフ　ブローデリック 黒田　　勉

竹田　祐希
細川　海暉

※文部科学大臣賞……作刀・刀身彫刻、研磨、刀装（外装）の3部門ごとに審査し、各部門の首席の中から最も優れた作品に対し授与　※１：新人賞

第 9 回 “Sword Oshigata Art” 部門授賞一覧
優秀賞第１席 三浦　弘貴 優秀賞第２席 下村　容子 優秀賞第３席 髙橋　稔直 優秀賞第４席 吉野　弘美 佳作 フランチェスコ　マリネッリ
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催 事 情 報

　「注文打ち」は、主に武将やその家臣の注文に応じて
作られた日本刀を指す言葉で、現代のオーダーメイド
に相当します。大量生産品と異なり、より優れた技術
や材料をもって一口ずつ念入りに鍛えられた注文打ち
は、武将たちにとっても刀工たちにとっても、特別な
ものでした。
　戦国時代の岡山でも、勝光・清光・祐定などの長船鍛冶を中心に注文打ち
が製作されました。そしてその茎には、刀工の名前と併せて、注文主である
浦上氏や宇喜多氏の名前が刻まれました。
　本展では、長船鍛冶の注文打ちを展示するとともに、注文主であった戦国
武将について取り上げ、刀鍛冶と戦国武将とのつながりをご紹介します。
会期：3月20日 ～5月6日

■岡山県立博物館
　〒703-8257 岡山市北区後楽園1-5　☎086-272-1149
　https://www.pref.okayama.jp/site/kenhaku/

テーマ展「注文打ち～武将のために作られた刀～」

　名古屋刀剣博物館の北館4階展示室では、期間中、特
別展「天下三名槍」を開催。天下に名高く美しい３本
の槍「日本号」「御手杵」「蜻蛉切」の写しを展示。同
じ刀工が作刀し、揃えて所蔵・展示することはこれま
でにはなく、一堂に会して観ることができるのは名古
屋刀剣博物館だけ。上林恒平刀匠が手掛けた三名槍についてご紹介します。
会期：3月22日㈯～6月1日㈰

■名古屋刀剣博物館 名古屋刀剣ワールド
　〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄3-35-43
　https://www.meihaku.jp/

特別展「天下三名槍」

　延暦13年（794）に平安京を開いた桓武天皇には多く
の皇子がいました。次の天皇になれるのはそのうち一
系統のみ。他の系統は皇族から離れて平氏を名乗り地
方に活路を見出しました。
　桓武平氏のうち、常陸に拠点を置いたのが常陸平氏
です。本企画展では、佐竹氏・小田氏よりも早く、広
く常陸を治めた常陸平氏の歴史を通観します。そして、
常陸国内各地に分立する中で、それぞれの地域をつくっ
ていった過程を見ながら、彼らを通して常陸の中世を
捉えていきます。
会期：4月26日㈯～6月22日㈰

■茨城県立歴史館
　〒310-0034 茨城県水戸市緑町2-1-15　☎029-225-4425
　https://rekishikan-ibk.jp/

企画･特別展「常陸平氏─将門･清盛につながる一族─」

　館蔵品の中から、国宝の短刀２点「名物 日
ひ ゅ う が
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」
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」をはじめ、重要文化財７点を含
む刀剣、および蒔絵の拵

こしらえ

などを一挙に公開いたします。
また三井家の遠祖 三井高
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所用の甲
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と、春日大社に
伝来し火災で焼損した大
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鎧
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を近代に三
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が模造し
た甲冑、そして絵画では掛軸の武者絵のほか酒
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絵巻や十
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二
に

類
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絵巻など、どこか漫画チックな合戦
絵巻も展示いたします。特集展示は、近代に製作され
た三井家伝来の五月人形ですが、まとめて公開するの
は初めてのことです。
会期：4月12日㈯～6月15日㈰

■三井記念美術館
　〒103-0022 東京都中央区日本橋室町2-1-1 三井本館7階
　ハローダイヤル：050-5541-8600　https://www.mitsui-museum.jp/

ひ ゅ う が まさ むね

国宝の名刀と甲冑･武者絵

　天保３年（1832）に出版された『雪華図説』は、古
河城主で天保改革期に幕府老中を務めた土井利

とし

位
つら

（1789
～1848）が20年以上の歳月を費やして観察・研究した
成果で、８年後の続編とともに日本最初の雪の結晶観
察図鑑として高い評価を得ています。同時に利位は、
自ら観察した雪華に美を見出して工芸品に取り込み、
江戸文化に新しい流行を生み出しました。利位の発信
した雪華という意匠は、やがて江戸の庶民にまで受容
されていきます。
　土井利位が直接手がけた雪華ブランドの品々は、そのほとんどが関東大震
災や太平洋戦争で被災し失われたものの、奇跡的に雪華模様をモチーフに製
作された刀装具と大小の刀一式が、戦前に売り立てられて伝わりました。
　古河の歴史・文化に深い関わりを持つこの文化遺産は、2024年３月に古河
市の所有となりました。利位自らの監修により誕生したこの作品は、高い技
術を有する名工が厳選されて完成した唯一無二の逸品といって過言ではあり
ません。
　土井利位が魅了された雪華の世界、その意匠を高い技術力によって表現し
た工人たちの優品をご鑑賞くだされば幸いです。
会期：3月15日㈯～5月6日㈫

■古河歴史博物館
　〒306-0033 茨城県古河市中央町3-10-56　☎0280-22-5211
　https://www.city.ibaraki-koga.lg.jp/soshiki/rekihaku/top.html

雪華の刀装─土井利位の愛刀と工人たち─

会場によって休館日が異なります。事前に確認の上、お出かけください。
現下の状況で入場制限や、観覧するには予約を必要とする場合もありますので、
それぞれのホームページをご覧ください。

　日本の歴史の中で日本刀は武器としてだけでなく、
信仰の対象や権威の象徴ともなり、その過程で実用面
にとどまることのない高い美術性を有する日本独特の
工芸品へと昇華されました。
　優美な曲線を描く刀身全体の「姿」、折り返し鍛錬に
よって生み出される独特な文様の「地鉄」、そしてさまざまな変化を見せる
多種多様な「刃文」。これらの要素の美術性は実用性を前提としつつも各時
代、各地域での刀工たちが創意工夫する中で高められてきました。そして現
在、日本刀の鑑賞において、最も基本的かつ重要な要素となっています。本
展では日本刀の持つ美しさをテーマに、「姿」「地鉄」「刃文」など各見どこ
ろからその神髄に迫ります。一千年の歴史の中で紡がれてきたさまざまな美
の表現を、心ゆくまでご賞翫ください。
　また、併せて特集陳列「薩摩金工の精髄」として、薩摩のお国拵と刀装具
を取り上げます。薩摩の拵は同地の剣術流派である示現流のために考案され
たもので、剛健な造りとなっています。刀装具は小田・知識の両派が江戸時
代末期に至るまで薩摩の代表的な金工流派として栄え、それ以外にも多くの
金工が活躍しました。実用性と装飾性を兼ね備えた薩摩の刀装・刀装具の魅
力もお楽しみください。
会期：5月24㈯～7月21日

■刀剣博物館
　〒130-0015 東京都墨田区横網1-12-9　☎03-6284-1000
　https://www.touken.or.jp/museum/

日本刀 美の表現と薩摩金工の精髄

　奈良国立博物館（奈良博）は明治28年（1895）４月
29日に開館（当時は帝国奈良博物館）して以来、令和
７年（2025）をもって130周年を迎えます。これを記念し、
この度、奈良国立博物館ではこれまでで最大規模とな
る国宝展を開催します。
　その名も「超国宝―祈りのかがやき―」。神仏にまつわる祈りの造形には
それらを生み出し、守り伝えてきた先人たちの深い思いが込められています。
中でも「国宝」は私たちの歴史・文化を代表する国民の宝として広く知られ
ています。「超国宝」という言葉には、そうしたとびきり優れた宝という意
味とともに、時代を超え先人たちから伝えられた祈りやこの国の文化を継承
する人々の心もまた、かけがえのない宝であるという思いを込めました。
　この特別展では、奈良博や奈良の歴史に関わりの深い国宝を中心に、未来
の国宝とも言うべき重要作品など、日本が世界に誇る名品の数々をご紹介し
ます。国宝約110件、重要文化財約20件を含む約140件の仏教・神道美術を展
示します。130年にわたる歴史を超え、国宝を生み出した先人たちの思いを
超えて、文化の灯を次の時代につなぐため、奈良博が踏み出す新たな一歩を
ご覧ください。
会期：4月19日㈯～6月15日㈰

■奈良国立博物館
　〒630-8213 奈良市登大路町50　☎050-5542-8600
　https://www.narahaku.go.jp/

奈良国立博物館開館130年記念特別展
超国宝─祈りのかがやき─　昭和45年（1970）以来、大阪の地で２度目となる国

際博覧会が開かれるこの年、大阪市立美術館は昭和11
年の開館後初めて、２年以上に及ぶ全面改修を経て、
リニューアルオープンを迎えます。
　本展はこの２つの記念すべき事業に合わせて企画さ
れ、「国宝」という類い稀なる宝と＜出会い＞、感動を
共有することで、国や地域を超え日本文化への理解を
深める契機となることを目指しています。本展はおよそ
130件もの国宝が一堂に集まります（参考出品を除く）。
　生み出された時代を表す鏡でもある美術工芸品、そ
してその頂点とも言うべき国宝を通じて日本の美の歴
史を辿る、稀有にして贅沢な機会となることでしょう。
　また、リニューアルオープンと万博の開催が重なるまたとない機会に、初
めて大阪で開かれる国宝展であることから、大阪ゆかりの国宝もまとめてご
紹介します。
　すべて最初から国宝だったのではなく、何百年あるいは何千年もの時を越
えて奇跡的に今に伝わり、国の至宝となったものばかりです。この奇跡を可
能にした、守り伝えていこうとする人々の熱い思いとたゆまぬ努力を継ぐべ
く、文化財を未来へ伝えていくことの意義についてもご紹介します。
会期：4月26日㈯～6月15日㈰

■大阪市立美術館
　〒543-0063 大阪市天王寺区茶臼山町1-82　☎06-6771-4874
　https://www.osaka-art-museum.jp/

大阪･関西万博開催記念
大阪市立美術館リニューアル記念特別展／日本国宝展

印刷／株式会社キタジマ


